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本書は、北海道横断自動車道(千歳～夕張)建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センター

が実施している、千歳市キウス7遺跡の発掘調査の報告書である。本書では、平成8(1996)年度

調査分を報告する。キウス7遺跡の調査報告書としては、 4冊目にあたる。

本書の編集・執筆は、三浦正人、倉橋直孝が主となって行った。文責は各項目の文末に括弧で示

した。

遺物整理は、土器を鎌田望・倉橋が、石器・動植物遺体を倉橋が担当した。

調査写真は主に吉田裕吏洋が撮影し、遺物写真は全て吉田が担当した。

植物遣存体の同定は、静修女子大学の吉崎昌一氏と北海道大学埋蔵文化財調査室の椿坂恭代氏に

依頼中である。

放射性炭素年代測定は、京都産業大学の山田治氏に依頼中である。

ヒスイの原産地同定は、京都大学原子炉実験所の彙科哲男氏に依頼中である。

調査にあたっては下記の諸機関、各氏から御指導御協力をいただいた。

千歳市教育委員会埋蔵文化財センター、恵庭市教育委員会、北広島市教育委員会、北海道開拓記

念館、渡辺重建工業株式会社

大谷敏三、田村俊之、高橋理、豊田宏良、松田淳子、遠藤昭浩、上屋真一、松谷純一、

森秀之、佐藤幾子、遠藤龍畝、吉崎昌一、椿坂恭代、林謙作、天野哲也、都出比呂志、

野村崇、山田悟郎、右代啓視、宮宏明、森岡健治、小林貢、佐藤一志、羽坂俊一、

清水恵一、大沼忠春、種市幸生、千葉英一、田才雅彦、西脇対名夫、藤原秀樹
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記号等の説明

1．遺構の表記は以下に示す記号を用い、原則として調査順に番号を付した。

H:住居跡 TP:Tピット

HP :住居跡に伴うピット UP:Ta-c層上位の土壌

HF:住居跡に伴う焼土 LP:Ta-c層下位の土擴

BP :Ta-c層下位の大型士擴 UF:Ta-c層上位の焼土

DP :Ta-c層下位の深型土擴 LF:Ta-c層下位の焼土

2．遺構図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は、原則として40分の1である。

遺構平面図に方位記号がない場合は、上がN-15｡-Wである。

遣構平面図の＋はグリッドラインの交点で、交点傍らの名称記号は右下の区画を示している。

遺構平面図の・小数字とセクションレベルは標高（単位m)である。

3．遣構平面図の出土遺物は記載のない限り、以下の記号を用いている。

●：土 器 ■：礫石器 × ： フレイクチップ

▲：剥片石器 □：礫 ★：その他

4．遺構の規模は、 「長軸の上端／下端×短軸の上端／下端×確認面からの最大深・最大厚」で示し

てある。

一部破壊されているものは現存長を（ ）で示し、不明のものは－で示した。

5．土層名は、下記の略号を用いた場合がある。

樽前a降下軽石層:Ta-a 恵庭a降下軽石層:En-a

樽前c降下軽石層:Ta-c En-a起源のローム層:En-L

樽前d降下軽石層:Ta-d En-a未風化軽石礫層:En-P

白頭山一苫小牧火山灰層:B-Tm 支笏軽石流堆積物: Spf l

火山灰の略号は、曽屋龍典・佐藤博之(1980) 『千歳地域の地質」

北海道火山灰命名委員会(1982) 「北海道の火山灰』による。

6．土層の混在状態は、基本土層や上記の略号などを用いておもに下記のように表わしてある。

A+B:AとBがほぼ同量混じる

A>B:AにBが少量混じる

A>B:AにBが微量混じる

7．遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は、原則として以下のとお

りである。

復元土器： 4分の1 剥片石器・石斧： 2分の1

土器拓影： 3分の1 礫石器(石斧を除く） ： 3分の1 土製品・石製品： 2分の1

8．石器・石製品の大きさは、 「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。
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I 調査の概要

1．調査要項

事業名

事業委託者

事業受託者

遺跡名

所在地

調査期間

北海道横断自動車道埋蔵文化財発掘調査

日本道路公団北海道支社

財団法人北海道埋蔵文化財センター

キウス7遺跡（北海道教育委員会登載番号:A-03-265)

千歳市中央852ほか

平成5年度 5月6日～7月15日・ 9月6日～10月27日

平成6年度 5月6日～10月29日

平成7年度 5月8日～10月25日

平成8年度 5月7日～6月29日

平成5年度4,513m3 ･1,100m2

平成6年度1,600m"

平成7年度9,570m'

平成8年度1,720m'

調査面積

2．調査体制

平成8年度

第2調査部

第2調査部第2調査課

鬼柳彰

西田茂（発掘担当者）

三浦正人（発掘担当者）

倉橋直孝

吉田裕吏洋

部 長

課 長

主 任

文化財保護主事

〃

3．調査にいたる経緯と経過

1987年10月に日本道路公団札幌建設局から北海道教育委員会に対し、北海道横断自動車道（千歳市

～夕張市間）建設について埋蔵文化財保護のための事前協議書が提出された。 これを受けて北海道教

育委員会は1988(昭和63)年4月～5月に千歳市～夕張市間の全線を対象とした遺跡所在確認調査を実

施し、 19箇所の埋蔵文化財包蔵地について遺跡範囲確認調査が必要との回答が出された。その後幾度

かの変更を経て、 1991(平成3)年10月から1996(平成8)年9月には範囲確認調査が行われた。

範囲確認調査を終えた遺跡で、工事計画の変更が不可能であるために発掘調査を必要とする埋蔵文

化財包蔵地は千歳市11か所、恵庭市4か所、由仁町2か所、夕張市3か所が明らかになっている。発

掘調査は、工事の優先順等に従って、平成5年度から実施されている。

キウス7遺跡において、工事に先んじて発掘調査が必要となる面積は、 1991年10月と1992年11月及

Otl993年秋に行われた範囲確認調査をもとに、 27,900m2となっている。発掘調査は財団法人北海道埋

蔵文化財センターにより、 1993年5月から以後毎年、継続でなされている。 1993年の調査は遺跡東側

の5,613m鰯､1994年の調査は遺跡西端の1,600m2,1995年の調査は遺跡のほぼ全域の北半9,570m蟹である。

今年度は、本線車道の北の側道部分で、遺跡中央部の中の沢より北側の部分1,720m2が調査範囲となっ

た。本書はこの1996年の1,720m2分の報告である。

1



I 調査の概要

表1－1 キウス7遺跡年度別・種別遺物点数一覧

平成5年度
1993

平成6年度
1994

平成7年度
1995

平成8年度
1996

種別合計

土 器 22,119

石 器 等 3,518

礫 ・ 礫片 3,489

土製品等 20

石製品等 11

自 然遣物 有

年度合計’ 29,157 1
＊合計数に自然遺物は含まれていない。

1,860

760

425

0

2

有

3.047

62，566

16，394

3，254

277

9

有

82,500

29，975

5，397

1，533

80

9

有

36，994

116,520

26,069

8，701

377

31
手一

信

151.698総計

表1－2 キウス7遺跡年度別・種別検出遺構数一覧

毒仔雪
平成5年度
1993

平成6年度
1994

平成7年度
1995

平成8年度
1996

種別合計 ’ 内訳

住居跡

H(V層）
竪穴＊17

平地114 4 16 4 28

士擴（Ⅲ。V層）
UP・ LP

UP

LP

９
７

５

７62 6
｢一Fー

O〔〕 13 136

大型土擴(V層）
BP. DP

Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｄ

４

１5 5

Tピット (V層）
TP ］ 4 1 6

焼土（Ⅲ．V層）
UF. LF

Ｆ
Ｆ
Ｕ
Ｌ ２

５

５

７

２82 14 150 32781

集礫

埋め甕

道跡

柱穴群

Ｊ
ノ
ブ
Ｊ

層
層
層
層

Ⅲ

Ｖ

Ⅲ

Ⅲ

く
く
く
く

１
１
ｌ
１
１
ｌ
Ｏ
Ｊ
ｌ
１
１

１

ｌ

１

３

ｌ

１

総計
508

年度合計 149 28 233 98

軒未報告＊ 1軒未報告あり （平成5年度分H-X)

4．前年度までの成果

遺跡の台地縁辺をほぼ全域にわたって調査したことになる。 ここでは、古い時代から各期ごとにそ

の様相を記しておく。

旧石器時代：合計で調査面積の約4％にあたる各所の恵庭a降下軽石層を、重機と人力で掘り下げ

調査してきたが、遺物は確認されていない。

縄文時代早期： コッタロ式・中茶路式・東釧路Ⅲ式土器が少量点在している。遺構も土擴・焼土が

少数点在するのみである。

縄文時代前期：土器の出土はない。川下のキウス5遺跡では、綱文式期の集落が確認されている。

縄文時代中期：東側から中央部にかけて天神山式・柏木川式土器が点在的に少量出土している。や

や西寄りの平坦部では、柏木川式の住居跡が1軒確認されている。西側では土擴から北筒式土器が出

土している。

縄文時代後期：東側の中の沢南側段丘平坦面では、柱穴で囲まれる内側に焼土を持つ平地の住居跡

が5軒、 4本柱建物跡2軒、竪穴住居跡2軒が検出されているほか、貯蔵穴と思われる大型士擴4基

も調査している。 これらの住居跡や大型土壌の詳細な時期判定に有効な遺物の出土は少ないが、前葉

から中葉にかけて特に、 ダフ°コプ式、手稲式・糀澗式期のものと推定できる。中央やや西寄りの平坦

２
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I 調査の概要

面では、平地の住居跡が1軒、 4本柱建物跡1軒、竪穴住居跡4軒が検出されている。中葉の手稲式．

糀澗式期にあたる。中の沢両岸の傾斜面にもこの時期の竪穴住居跡2軒と4本柱建物跡1軒が検出さ

れている。西側では中葉の手稲式期の竪穴住居跡3軒がある。 これら住居跡グループにそれぞれ属す

る形で、多くの土擴・焼土が存在する。

前葉の土器は、余市式、 タプコプ式がやや多く、手稲砂山式が少量ある。中葉の土器は手稲式．糀

澗式が多数あり、器形は深鉢形、浅鉢形、注口形、壷形などがあり、下部単孔土器や異形台付土器、

オロシガネ状土製品等もある。西側ではウサクマイc式も承られる。後葉では堂林式、御殿山式土器

が少量ある。

縄文時代晩期：当該期は全域で、 Ⅲ･Vの両層にわたり、後葉のタンネトウL式土器がその大半を

占める。東・西の両辺に土擴と焼土が集中してみられる。墓域と推定される。また西側で竪穴住居跡

’軒が検出されている。

続縄文時代前期：中の沢北東部の平坦面～斜面で初頭の大狩部式系の土器が多めに出土している。

この手の土器は、縄文時代晩期の土器と非常に区別が付けにくいが、 口縁部や底部からその分類が可

能になる。また層的に区分できるものもある。

続縄文時代中期：東側では後北C2D式土器が多く出土しているが､中央部や西側ではごく少量の出

士である。中の沢北東部の平坦面に後北C2D式期の土擴と焼土が比較的集中してみられる。また後北

C2D式と赤穴式に類する土器が近接して出土している例もみられる。

続縄文時代後期：中の沢周辺で北大I ･Ⅱ式土器がごく少数出土している。

擦文文化期：西側の焼土から士器’個体が出土している。

アイヌ文化期：中の沢の北東部で道跡が3筋検出された。 このうちの，筋は中の沢縁辺の柱穴群へ

と続いている。遺物では、ガラス玉が，点出土している。

5．今年度調査の概要

中の沢に南面しキウス川に向かって突出する、東西100m、南北20mの範囲、 1,720m2の調査である。

東と南側で、平成3年度と5年度の調査区と接続する。

Ⅲ層の遺構と遺物：Ⅲ層は縄文時代晩期からアイヌ文化期にかけての包含層である。今年度の調査

では、遺構は焼土4基(UF-72～75)が散在するのみで時期も明確ではない。

遺物は土器でみると、縄文時代晩期タンネトウL式、続縄文時代の後北C2D式がやや多い。続縄文

時代の恵山式1個体や、北大Ⅲ式か擦文文化期十勝最寄I式とされる2個体、擦文文化期後期の1個

体の単独での出土が特徴的である。

V層の遺構と遺物:V層は縄文時代早期から縄文時代晩期にかけての包含層である。遺構は、調査

区東側で竪穴住居跡3軒(H-25～27)、平地住居跡1軒(H-24)、土壌13基(LP-65～77)が検出さ

れ、標高41m以下のほぼ全域で焼土77基(LF-176～252)が確認された。これらの遺構はほとんどが、

縄文時代後期の手稲式、糀澗式土器の時期ととらえられるが、大型の焼土には晩期のタンネトウL式

土器の時期のものがある。

土器は縄文時代後期の手稲式、糀澗式が多く、晩期のタンネトウL式がこれに次いで多い。後期の

タプコプ式や堂林式、晩期の大洞系がごく少数みられるほか､早期の東釧路Ⅳ式も2個体確認された。

石器は石鍍・石槍・石錐・つまゑ付きナイフ・スクレイパー・喫形石器・石斧・たたき石・台石・す

り石・石皿・砥石・石錘などがある。 この中では石鎌・石斧が多めで、他の礫石器が少なめの傾向

4



I 調査の概要

にある。 これらの定形的な石器には、分布状態や形態的な特色などから判断して土器との対応関係が

明瞭に推定されるものもあるが、縄文時代前期にあるような大型の石錘は、対応する土器が確認され

ていない。装飾品には、黒曜石製の精巧な細工の異形石器や、 ヒスイ製やカンラン岩製の玉がある。

6．遺跡の位置と環境

(1) 位置

北海道の南西部、太平洋岸の苫小牧市から北北西へ約70km、 日本海に抜けるこの地域は、地理学上

の呼称として「札幌．苫小牧低地帯」または「道央低地帯」「石狩低地帯｣と呼ばれている。石狩低地

帯における太平洋側と日本海側との分水界は､太平洋から15kmほどの新千歳空港の所在する標高25m

足らずの低い台地である。

この「石狩低地帯」の東縁には南北に30kmと長い、低平な地形「馬追丘陵」がある。第四紀の隆起

地形であるこの丘陵の最高地点は、その北半、長沼町と由仁町の境にある馬追山の標高273mで、稜線

はおおよそ150mの高さで南北に伸びている。稜線の近くはやや急峻な地形をなしているが、それより

低い部分は緩やかな地形であり、その裾は沖積地に連続的につながっている。

馬追丘陵は、古くは石狩国と胆振国の境界線の接するところであり、現在では空知支庁、石狩支庁、

胆振支庁が接するところであるように、 自然地形上・人文環境上の境界地域となっている。

馬追丘陵の緩やかな西側傾斜面には多くの遣跡が知られている。 この中でキウス7遺跡は、丘陵の

やや南寄りのコムカラ峠の西側中腹にある。千歳市街地から北東に約9km,恵庭市街地からは東方約

11kmの距離にあり、標高は37～45mほどに位置する。 5万分の1地形図から計測した遺跡の位置は､東

経141度43分52秒、北緯42度52分31秒である。

なお、周辺の遺跡については、昨年度報告『千歳市キウス7遺跡（3）』北埋調報105に掲載したので、

今年度は、周辺遺跡地図と一覧表（図1－6 ．表1-3)を付すのみとした。

(2) 地形・地質と立地

馬追丘陵の西側緩斜面は、丘麓に多数の浸食小河川が形成され、 この河川沿いに多くの遺跡が営ま

れている。 これら小河川は、千歳川中流域のオサツトーなどの大小の沼や著しい蛇行河川で形成され

る、広大な湿地帯に集約されて行く。キウス7遺跡の広がりは、 コムカラ峠下から流れ出る小河川キ

ウス川左岸の斜面と段丘上の広い範囲が推定される。キウス川と遺跡段丘面の比高は約10mである。

コムカラ峠や遺跡からは、千歳川中流域の沖積地や対面の山地塊（樽前山一恵庭岳一漁岳一空沼岳一

札幌岳一手稲山）が遠望できる。キウス川筋はコムカラ峠を通って、馬追丘陵を横断するルートとし

て、早くから開けていた。図1－2は道路工事予定図をもとにした遺跡周辺の地形図である。

調査予定範囲は、高速道路の計画路線のうちで、本線車道のほかパーキングエリア設置部分にあた

るので、東西の長さが約360m,最大の幅が160mに及ぶ範囲27,900m'である。調査終了区域を含めて図

Ⅱ－1に示した。

この東西に長い段丘面は、支笏軽石流(Spfl)で形成された緩斜面が、湧水･流水による浸食･下刻

作用によって谷地形が幅広くなり、相対的に台地状をなしたものある。ほぼ水平な広がりとして目視

できるが､東から西へ100mにつき2mほどの割合で低下している東高西低の緩やかな傾斜地となって

いる。

遺跡周辺には沖積世の降下火山噴出物が、多くみられる。肉眼で判別できるのは、恵庭a降下軽石

(En-a)、樽前d降下軽石(Ta-d)、樽前c降下軽石(Ta-c)、樽前a降下軽石(Ta-a)などである。
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図1－2 周辺の地形6
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(この図は、千歳市教育委員会発行「千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図」の
NQ6 ． 7 ･ 8 ． 12． 13． 14･ 18

縮小複製したものである。 ）

図1－4

19． 20に加筆し、 30,000/1に

8 遺跡の位置(1)
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(この図は、 ＜上＞陸地測量部､明治29年製版の假製五万分の一地形図、札幌第七號「長都」

＜下＞同､明治42年部分修正測､43年改版の假製五万分の一地形図、札幌第七強「漁」に

加筆し、 100,000/1に縮小複製したものである。 ）

図1－5 遺跡の位置(2) 9



I 調査の概要

これらの降下火山噴出物に挟まれる腐植土層の中から縄文時代以降の遺構・遺物が検出されている。

遺物の本来的な包含層は、Ⅲ層（近世アイヌ文化期～擦文文化期～続縄文時代～縄文時代晩期） とV

層．Ⅵ層（縄文時代晩期～縄文時代早期）である。

調査区域の北西部分からは、東に向かって沢が入り込んでいる。 これを中の沢と呼ぶことにする。

中の沢は比高10mほどで、幅15～20mの窪地であり、沢頭から西へ150mほどでキウス川に合流してい

る。中の沢がキウス川と合流する低地よりも西側の右岸が、キウス5遺跡である。沢の窪地は奥にい

くにしたがって急激な斜面となり、沢頭の付近は崖となっている。発掘調査によって得られた沢の形

成についての観察結果は、次のようになる。中の沢は、支笏軽石流の堆積後、風水による二次堆積・

浸食のなかで概略が形作られる。恵庭a降下火山灰が積もったときには、すでに地形の凹凸は出来上

がっていたようである。そして縄文時代早期以降、人間の生活の舞台となり、 また幾度かの降下火山

灰の堆積があったが、沢地形は奥へ奥へと拡大する一方であった。 この沢地形の拡大は沢頭の後退で

あり、調査では斜面の連続崩落として観察された。 これの営力は地下水の湧出・流出と表面水流であ

る。

この沢地形をも突っ切る形で、調査予定地のなかほどに略南北に走る直線の道路が切り開かれてい

る。ここの道路は近代における土地の区画に由来するものであり、5～10mの幅で縄文時代の遺物包含

層までも削平し移動している。

昨年度の調査で調査区域の西端寄り(0-50区付近)に、比高0.8mほどで直線的に走る断層崖が検出

された。 これは旧石器時代の遺物の有無を明らかにするための調査で恵庭a降下軽石を深く掘り下げ

ているときに確認したものである。断層が形成された時期は、先行して調査した縄文時代後期の住居

跡H－4とH－5との間に直線的に伸びる溝の走行が、断層の崖の走行と同じであり、恵庭a降下軽

石の上下における同時異相と理解できることから、恵庭a降下軽石(En-a)よりも後、縄文時代後期

の住居(3500年前）よりも前と推定できる。

遺跡周辺の地形・地質については、平成6年度の報告『千歳市キウス5遺跡・キウス7遺跡（2） ・

ケネフチ8遺跡』北埋調報92の第Ⅱ章に詳述してある。

参考文献 西田茂･羽坂俊一･小林幸雄1996「北海道馬追丘陵キウス7遺跡で見つかった断層」 「地質ニュース」

1996年2月号(第498号）地質調査所

(3) 周辺の環境

遺跡の営まれた段丘は、高速道路用地になる前は､東半分は開墾され畑地として利用されていたが、

その他は周辺の広い範囲が山林であった。畑地は機械によって均平化されており、一部は遺物包含層

にまで達していた。山林は南側は、自然林の落葉広葉樹が卓越するが、一部に植林のマツも見られる。

北側は、明治時代を中心に炭焼きの原料が伐採されており、二次林主体の雑木林となっている。水辺

に向かう斜面の林床で目を引くのは春であれば、黄色のフクジュソウと群落をなす紅紫色のカタクリ

や白いミヤマエンレイソウ、 コゴミ ・ゼンマイ・ヤチブキなどである。遺跡の近辺にはオニグルミ、

クリ、ヤマクワ、 タラノキ、ヤマブドウ、 コクワ、ホオノキなどがみられた。林縁の一部には荒れ地

をあらわすヨモギ、 クマイササ、 イタドリ、ヤナギなどが侵入している。なお中の沢はサンショウウ

オの生息地であったといわれている。

(4) 地図と地名（図1－4 ． 5）

図1－4は国土地理院発行の現在の5万分の1地形図に、遺跡位置や高速道路路線を加筆し縮小し

たものである。かつてのオサツトーや旧河川の位置など、千歳川中流域と馬追丘陵の状況等が読み取

10



I 調査の概要

れる。国指定史跡「キウス周堤墓群」も表示されている。キウス7遺跡周辺の地名は「中央」になっ

ている。 1925（大正14）年に着工した農業水利、キウス遺跡群を南北に貫く 「南長沼用水」も示され

ている。

図1-5 (上、下）はキウス7遺跡周辺の古い地図である。 ともに元図は5万分の1の図である。

図1－5上は1896(明治29)年「陸地測量部」製版の「北海道假製五万分一図」 『長都』 （おさつ）で

ある。 これは「假製」という制約もあって、湖岸線や河川に比べて山地形の表示は概略的なものであ

る。キウス7遺跡の近辺も概略的な等高線になっており、地形の細かな屈曲は読み取れない。キウス

7遺跡にあたるところの西側には、丘陵斜面に沿って直線的に南北に延びる小路と道路が表示されて

いる。道路は1891年に完成した由仁と千歳とを結ぶ「由仁道路」の一部である。小路は由仁道路開設

以前の踏み分け路なのであろう。かつての由仁道路の一部は、現在国道337号と呼ばれている。この図

の地名表記はアイヌ語を片仮名・漢字で写したものばかりである。

図1－5下は1910(明治43)年「陸地測量部」改版の『漁」である。 この図には詳細な等高線が入

り、地形が読み取れる。キウス7遺跡の近辺は「千歳組合牧場」で「潤葉樹林」が広がっており、 「由

仁道路」の表示やキウス周堤墓群の表現もみられる。

明治の地図では、キウス7遺跡あたりの地名は、前者が「キウシ」と川の名が示されており、後者

では「キウス」と地区名として表されている。 『北海道蝦夷語地名解j (永田方正1891)によると

「KiuSi･キウシ＝鬼茅大キ虚･川ノ名」とされていることから、現在もこれが地名語源と考えられてい

る。ただ、キウス周堤墓群の600mほど北で国道337号線が「南長沼用水」を渡る橋の名に、 “輝年橋”

というところがある。読みは"Ki｡nen"であるが、 “キトシ”とも読み返せる。 これは全道各地にある

地名「キト・ウシKito-us-i=ギョウジャニンニク･群生する･処」 （『北海道の地名』山田秀三1984な

ど）からの変化とは考えられないだろうか。 〔キトシーキトウシ→キウシ→キウス〕のごとく変化しう

るならば、キトウシが地名語源というのもまた一考であろう。

（三浦正人）

ll
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(この図は

「追分」

図I

国土地理院､平成7年発行の五万分の一地形図「恵庭」 ・ 「千歳」
｢早来」に加筆し、 100,000/1に縮小複製したものである。 ）

－6 周辺の遺跡12
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表1－3 周辺の遺跡一覧
文献No等No. | 遺跡名 種 別 時 期 発掘調査歴等

周堤墓2基・集

落跡・環壕ほか

旧石器、縄文早・

前・中・後・晩期、

続縄文、擦文

199()～1993千歳市教委丸 子 山68 1

キウス1号環状土離

キウス2号環状土離

キウス3号環状土離

キウス4号環状土離

キウス5号環状士躍

キウス6号環状土離

キウス7号環状土離

キウス8号環状土離

キウス9号環状土離

キウス10号環状土餓

キウス11号環状士離

キウス12号環状士節

周堤墓

周堤墓

周堤墓

周堤墓

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後期

1964大場利夫・石川徹、 1979 国指定史跡

1965大場利夫・石川徹、 1979国指定史跡

1979 国指定史跡

1965石川徹外周部 1979 国指定史跡

1979 国指定史跡

1979 国指定史跡

1950ごろ河野広道・近藤義雄

全壊？ 1987道教委試掘確認により1988登載抹消

全壊？ 1987道教委試掘確認により1988登載抹消

全壊？ 1987道教委試掘確認により1988登載抹消

1979 国指定史跡

1979 国指定史跡
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I 調査の概要

[表1-3の文献］

1 千歳市教委1994 『丸子山遺跡における考古学的調査」市文調報XⅨ

2 河野常吉1918 「キウスの遺跡」 『北海道史付録地図」

3 河野常吉1924 「キウスのチャシ」 『北海道史蹟名勝天然記念物調査報告書」

4 千歳市教委1967 「千歳遺跡』

5 大谷敏三1978 「｢環状土離」について」 「考古学ジャーナル」 156

6 原田二郎1937 「北海道千歳村のチャシに就て」 『軍事史研究」 2－3

7 石川徹1969 「北海道千歳市キウス環状土離外縁部墳墓について」 「北海道考古学』 5

8 長見義三1983 「文化財」 「増補千歳市史』

9 千歳市教委1979 『千歳市における埋蔵文化財(上)j市文調報V

10 (財)北海道埋蔵文化財センター1994 「千歳市キウス4遺跡」 （事前発掘調査概報）

11皆川洋-1994 「北海道千歳市キウス4遺跡の詳細試掘調査」 「考古学ジャーナル』 376

12 （財)北海道埋蔵文化財センター1995 「千歳市キウス5遺跡･キウス7遺跡（2）･ケネフチ8遺跡」北埋調報92

13乾芳宏･鈴木邦輝･園部真幸･長谷部一弘･福田友之1977 「千歳川流域のチャシについて」 「北海道の文化」 38

14宇田川洋校註1981 『河野常吉ノート考古篇1jP164.165脚註に｢長沼町ウレロッチ川左岸遺跡付近｣とある

も、 「千歳村字ケヌフチ｣の標記や地形等からトプシナイ3遺跡の可能性が高いとおもわれる。玉の図があり、そ

の写真が宇田川洋編1984 「河野広道ノート考古篇5jP200に掲載されている。

15 (財)北海道埋蔵文化財センター1994 「千歳市オサツトー1遺跡・キウス7遺跡j北埋調報90

16 (財)北海道埋蔵文化財センター1996 『千歳市キウス5遺跡B地区(2)」北埋調報104

17 （財)北海道埋蔵文化財センター1996 「千歳市キウス7遺跡（3）」北埋調報105

18 （財)北海道埋蔵文化財センター1997 「千歳市キウス5遺跡(3)A地区j北埋調報115

19 （財)北海道埋蔵文化財センター1997 「千歳市キウス5遺跡(4)B地区。C地区』北埋調報116

20 （財)北海道埋蔵文化財センター1997 「千歳市キウス4遺跡」北埋調報119

21 北海道文化財保護協会1996 「千歳市ポンオサツ遺跡・ケネフチ5遺跡j北文保調報2

＊千歳市教委 1979 「千歳市における埋蔵文化財(上)」市文調報、

＊千歳市教委 1994 「千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図」

＊北海道教育委員会生涯学習部文化課埋蔵文化財包蔵地カード

遺跡No~は包蔵地カードの登載番号による

14



Ⅱ 調査の方法、遺物の分類

1．調査の方法（図Ⅱ－1 ． 2）

発掘区の設定現地調査の基本図は､北海道横断自動車道工事予定図1,000分の1を使用した。発掘

区の設定は、平成5年度に調査に着手するにあたり、以下のようにおこなわれた。まず、工事予定中

央線のSTA143･STA143+40をそれぞれM-100.M-110とする。 これを基軸線として4mの方眼

を設定する。 この4mの方眼は、北西端の交点のアルファベットと数字の組み合わせで呼称される

（例:B-74)。さらにこの4mの方眼は2m四方に分割されて小発掘区となり、反時計まわりに、北

西端からa， b、 c、 dと呼ぶ（例:B-74-b)。

今年度の調査は、昨年度調査の延長であるので、従前の方眼に相当するものを延長して設定した。

この方眼の平面直角座標は、第XⅡ系でつぎの通りである。

M-45 :X=-124739.028,Y=-42449.933 M-70 :X=-124764.172、Y=-42353.197

R-45 :X=-124758.269、Y=-42454.960 R-70 :X=-124783.514、Y=-42358.237

今年度発掘区の設定と修正

今年度の調査に当たっては、昨年度打設して残したG-83･84･85の3本の杭を使用して調査グリ

ッドを設定し、北側の工事境界ラインまで杭を打った。その結果、図上の設定とはズレが生じている

ことが判明した。すなわち、図上設定よりも実際のグリッドが、G-85杭を軸とするように3～4度

北東側にあったのである。また、G-85杭もやや北東にズレていた。原因は、①本来の基準Mライン

とその杭がすでに本線車道工事下に入り復元できない、②昨年度もすでに修正して報告したという経

緯がある、③すぐ脇を通る工事用車両の振動、④ひと冬置いた杭を使用した、等が上げられる。調査

の実施に当たっては、北側の工事境界ラインは正しいのであるから、そこまでを発掘対象とし、出土

遺物や検出遺構にはその通りのグリッドNoを与えた。図は実際のラインで作り直し、全体の遺構位置

図は昨年度の図にこれをはめこむ形とした。ただ、図Ⅱ－2の年度別調査範囲図は昨年度のまま利用

した。 したがって、昨年度までの報告書と本書においては、全体図の幾葉かは平成8年度分の範囲形

状にに若干の違いがあることを断っておく。以下、今年度の調査方法を示しておく。

発掘調査の進行と手順細長い調査範囲であり、昨年度からの継続で遺構・遺物の傾向がほぼとら

えられているので、東側から順次面的に4×4mグリッドの調査に取りかかった。Ⅲ層とV層とはⅣ

層(Ta-c)によって区別できるので分層発掘とし、Ⅲ層で遺構･遣物の調査が終わり次第、同一グリッド

のV層以下の調査に手をつけた。 これらの調査は人力による手掘り作業で、発掘区ごとにスコップ、

移植ゴテ、竹へラなどを用いて遺物の多寡、土層の変化を承きわめながらおこなった。

旧石器時代の遺物確認調査のため、Ⅶ．Ⅷ層(En-a)も手堀作業でいくつか試掘溝を堀ったが、 こ

の土層からは遺物が検出されなかった。

遺物の取り上げ包含層調査では基本的に、 2×2mの小グリッドで層ごとに取り上げた。部分的

には遺物の出土の状況に応じて、位置や土居を記録して取り上げたところもある。集中的に出土する

土器破片は、破損の状況を十分に検討して接合・復元作業を考慮した取上げにつとめた。微細遺物の

密集部分では、水洗いによって取り上げたところもある。

遺構の調査包含層調査で住居跡、土擴を推定したときは、その平面形の長軸や短軸方向に土層観

察用のベルトを残して掘り下げた。想定される床面の検出は、土居観察用ベルトに接して小トレンチ

を掘るなどして慎重に行った。遺物は、出土の状況を詳細に記録してから取り上げた。平面形をおさ

えた後も遺構内外の付属施設の精査に努めた。焼土は平面形を記録した後、断面観察を記録した。

15



台
｡

キ
ウ
ス
川

○
も
■
■
■
GO■
画
官
●
●
、
ご
甲
●
●
●
毎
回
■

－
嘩
一
凸
｡

.
①

●

鶏
蕊
溌
蕊

~~~~~~
~~~

~~~ ~~

一
一
ラ

~
~
~
~

S
T
A
，
1
4
0

~~~~~~~~

■・■Ｌ・Ｇｑ・

~~~~~~ ~~~~~~~

甲凸叱埴甲■二

S
T
A
、
1
4
1

S
T
A
、

1
4
3
＋
4
0

I

~
~
~~~
~
~
~
~
~

・
苧
.
｡

･
ﾛｰ

驚
畠
」
.-A，
"
噌
譲

S
T
A
、
1
4
4

■
5
5
.
｡

凝
議
蕊
蕊

＃
織
蕊
蝿
鶏
撚
蕊

1
､
伊

■
寺
.
､
卸
釦

鍵
蕊
蕊

鍵
蕊
蕊

『
：

~~~
~~~

藍

蕊
蕊
窺

E
D
･
-
:
:
:
ﾆ
ﾑ
ﾛ
･
淫
:

｡
.
、
ﾛ
ｰ
ﾛ
ﾛ
ﾛ
ﾛ
男
｡
.
=
p
p
q

脂陥・佃綿・細垣Ｓ凶綱需喋鰕［ｌ自国

砿

~~
~
~~

~
~
~
~
~
~
~

篭

肪

、
I

0
m

r~~”
表
年
度
型
峰
謂
査
予
定
区

》》

鶴鰯鯛

■
■
I993年
度
諄
査
区

溌
調
』
"年
度
塞
厘

7
4

7
5

A
7
4

一
一一

B

騒奄Ｑ津調《坦供Ｑ嗣霜弓

B
7
4
a

B
7
4
d

6
5

元
釦
印

7
5

8
0

配

Y

7
3

B
B
7
4

B
5

A
一
一
一
一

日
---
.----

c-<
D
－
－
－

E－
－

一

F
一
－
一

B
7
4
b
B
7
4
c

｜
’

④目

C
辻

L
C
7
4

ー
I

1
1

’
I

1
3

2
、

？
?

や
、



Ⅱ調査の方法、遺物の分類

遺物整理の方法出土した遺物は、野外作業と並行して現地で水洗・注記作業をおこなった。小片

あるいは微細なものを除いて、遺物には発掘区・出土層．取上げ番号を注記した。遺物収集帳点検・

補正（遺物台帳作成)、大まかな遺物の分類の後、室内整理作業で、土器の接合･復元作業、石器や黒

曜石剥片類の接合、土器・石器の実測・製図、集計および種々の記録類の整理をおこなった。

2．土層の区分（図Ⅱ－2）

基本的に昨年度までの報告、北埋調報第90集．92集・105集のキウス7遺跡報告と同じである。その

ため図は、図Ⅱ－2の士層柱状模式図のみを掲載した。遺構検出及び、遺物包含層は、Ⅳ層樽前c降

下軽石(Ta-c)の上のⅢ層と、下のV層の黒色土層並びにⅥ層漸移層である。千歳周辺で確認される

樽前b降下軽石(Ta b)は検出されていない。また、層状には検出されなかったが、樽前d降下軽石

(Ta-d)はV層の下位からⅥ層にかけて粒状に点在し、確認されている。

今年度の土居で特徴的なことは、中央部を掘削して貫通する道路より西側、およそ72ラインより西

側の地区においては、Ⅲ層黒色土層の層厚が東側と比べて薄く、V層の黒色土は未発達な部分が多い

ことである。 とくにV層は、西に行くに従って褐色土あるいは濁黄褐色土としてあらわれ、縄文後期

の遺物や焼土が検出される。 この地点で、縄文時代に大きな木の成育がなかったことが、V層の腐植

土化を妨げた一因と考えられる。西側に大きな風倒木痕がないことがこれを物語っている。

以下、基本層序を簡単に説明する。

I層：黒褐～灰褐色の表土層。

Ⅱ層：灰白色、樽前a降下軽石(Ta-a)。層厚50cmほど。

Ⅲ層：黒色腐植土層。粘性弱く乾燥しやすい。層厚は5～20cm・新千歳空港用地内での調査報告に

ある、第0黒色土層と、第1黒色土居に相当する。アイヌ文化期とそれ以前縄文時代晩期までの

遺物包含層である。今年度は、擦文土器、続縄文時代北大式土器、後北C2D式土器、晩期タンネ

トウL式土器やそれに伴う石器などの遺物や焼土を検出。

Ⅳ層：茶褐色､樽前c降下軽石(Ta c)｡層厚は10～15cmで上下

とも層界の不明瞭な部分もある。晩期の遺物が混入。

V層：黒色～褐色腐植土層｡細粒で粘性強い｡層厚は10～30cm｡

新千歳空港用地内での調査報告にある、第Ⅱ黒色土層に相当

する。縄文時代晩期以前、早期までの遺物包含層である。 タ

ンネトウL式土器、後期糀澗式、手稲式、早期東釧路Ⅳ式土

器やそれに伴う石器・石製品などの遺物が出土している。遺

構は後期の住居跡・土擴・焼土、晩期の焼土を検出。

Ⅵ層：暗褐～黄褐伝’十層｡V層とⅦ層の漸移層で層界は不明瞭。

早期の遺物を包む可能性がある。

Ⅶ層：黄褐～明黄褐色、恵庭a降下軽石(En-a)の風化ロー

ム層。

Ⅷ層：明黄褐色、恵庭a降下軽石(En-a)｡ (三浦）

VVV

I

I(Ta-a)~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ⅲ
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V
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Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
図Ⅱ－2 土層柱状模式図
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

3．土器・土製品の分類

（1）土器

I群縄文時代早期に属する土器群を本群とする。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。今年度の調査では出土していない。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文のある土器群。

b1類：東釧路Ⅱ．Ⅲ式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

b2類： コッタロ式に相当するもの。

b3類：中茶路式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

b4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群を本群とする。今年度の調査では出土していない。

a類：胎土に繊維を含む、厚手で縄文の施された丸底・尖底の土器群。

b類：円筒土器下層式、大麻V式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群を本群とする。今年度の調査では出土していない。

a類：円筒土器上層式に相当するもの。

b類: a類以外のもの。

bl類：天神山式に相当するもの。

b2類：柏木川式に相当するもの。

b3類：北筒式（トコロ6類)、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群を本群とする。

a類：前葉の土器。余市式、 タプコプ式、入江式に相当するもの。

b類：中葉の土器。船泊上層式、手稲式、糀澗式、エリモB式に相当するもの。

c類：後葉の土器。堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属する土器群を本群とする。

a類：大洞B・BC式、上ノ国式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

b類：大洞C】 ・C2式に相当するもの。

c類：大洞A･A'式、 タンネトウL式、弊舞式、緑ヶ岡式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群を本群とする。

a類：大狩部式・恵山式に相当するもの。

b類：後北A・B・C]式、天王山式・赤穴式に相当するもの。今年度の調査では出土1b類：後北A・B・C,式、大王山式・赤穴式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

c類：後北C2D式に相当するもの。

d類：北大I式、 5世紀代の土師・須恵器に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

e類：北大Ⅱ．Ⅲ式、 6世紀代の土師・須恵器に相当するもの。

Ⅶ群擦文時代に属する土器群を本群とする。

（2）土製品

今年度の遺物では、縄文時代のものには、土器片を利用した再生土製円盤、オロシガネ状土製品、

形状・用途不明の土製品の破片などがある。
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Ⅱ調査の方法、遺物の分類

4．石器等の分類

石器等の分類については、 I群からⅢ群までが剥片石器、Ⅳ群からⅨ群までが礫石器群とし、大部

分の定型的な石器については記号を用いて分類した。分類記号を用いたもののほかにRフレイク、U

フレイク、 フレイク、礫、石製品がある。石製品には異形石器・玉類などがある。今回の調査では石

鋸は出土していない。

<I群＞石鍬・石槍類

A類石雛

1 ：石刃鍍 2 ：長身のもの

3 ：薄身のもの 4 ：三角形のもの

a :柳葉形のもの a :凹基のもの

b :五角形のもの b :平基のもの

5 ：木の葉のもの 6 ：菱形のもの

7 ：有茎のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

B類石槍・両面加工のナイフ

1 ：茎を持つもの 2 ：茎が明瞭にみられないもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

くⅡ群＞石錐

A類石錐

1 ：刺突部を作り出したもの

2 ：棒状のものにつまみ部を作り出されたもの

3 ：棒状のもの 8 ：破片（細分の困難な破片）・未製品など

くⅢ群＞つまみ付ナイフ・スクレイパー・模形石器・石核

A類つまみ付ナイフ

1 ：片面全面加工のもの（裏面の一側縁に刃部をもつもの）

2 ：片面全面加工のもの

3 ：片面周縁加工のもの

4 ：両面加工のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

B類スクレイバー

1 ：石くらと称されるもの

2 ：円形のもの

3 ：主に縦長で下端部に刃部が設けられているもの

4 ：素材の縁辺にえぐりを入れ、それを刃部としているもの

5 ：縦長で、側縁に刃部が設けられているもの

6 ：素材の形状を大きく変えていないもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

C類模形石器

D類石核
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Ⅱ調査の方法、遺物の分類

＜Ⅳ群＞石斧類

A類石斧

l :擦り切り技法によって製作されたもの

2 ：部分的に磨かれているもの

3 ：全面磨製のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

B類丸のみ型石斧

C類擦り切り残片

<V群＞ たたき石

A類たたき石

l :棒状礫を素材としたもの

2 ：扁平礫を素材としたもの

3 ：円礫を素材としたもの

4 ： くぼ象石と称されるもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

くⅥ群＞すり石

A類すり石

1 ：断面が三角形の礫の稜をすったもの

2 ：扁平礫を素材としたもの

3 ：扁平礫を半円状に打ち欠き弦をすったもの

4 ：円礫を素材としたもの

8 ：破片（細分の困難な破片）・未製品など

くⅦ群＞台石・石皿

A類 台石・石皿

くⅧ群＞石鋸、砥石類

A類石鋸

1 ：石鋸

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

B類 砥石

1 ：研磨面に溝があるもの

2 ：板状のもの

3 ：角柱状のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

くⅨ群＞石錘

A類 石錘

1 ：四カ所の打ち欠きをもつもの

2 ：長軸の両端に打ち欠きをもつもの

3 ：短軸の両端に打ち欠きをもつもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未製品など

(倉橋直孝）
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Ⅲ遺構とその遣物

1．概要

報告する遺構は今年度調査したもので、Ⅲ層の焼土4基(UF-72～75)、 V層の住居跡4軒(H-

24～27） ・土壌13基(LP-65～77) ･焼土78基(LF-87･176～252)である。 LF-87は半分を昨年

度調査したものの継続調査である。昨年度まではⅢ層とV層の遺構を別章で報告していたが、今年度

はⅢ層の遺構が焼土4基のみなので、 まとめて報告することとした。

既報告分とあわせると、Ⅲ層の焼土は75基、V層の住居跡27軒・土擴は77基・焼土は252基となる。

既報告分を含めた全遺構は、図1－1に図示してある。

報告分の住居跡(H)と土擴(LP)は縄文時代後期に営まれたものである。焼土(LF)は縄文

時代後期を主とするが、晩期に営まれた大型のものもある。焼土(UF)は晩期かそれ以降の時期の

所産である。

住居跡のうちH-24は、柱穴と炉・焼土を検出した平地住居、H-25は円形の竪穴住居、H-26･

27は小型の長円形の竪穴住居である。士擴は、やや大型のLP-75と76を除くといずれも、直径1m

前後の円形を呈する。焼土は地面がしっかり焼けて遺物が伴うものと、焼けた土が動かされた様な状

態のものとがある。

遺跡全体でみた縄文時代後期の住居跡の分布は､昨年度までの調査で､①：西側の標高40mより高い

平坦面、②：中の沢両岸の傾斜面、③：中の沢南側段丘上平坦面の3グループ．に分けたが、今年度調

査分は②群に属する。

土擴はLP-74と75以外は住居跡の近辺に位置している。特に南東部に対になるように位置する深

さ70cm前後のものは墓擴かと思われる。

今年度の焼土のありかたは、 ア：標高40.8～38.3mの東側斜面に位置するグループ、 イ ：調査範囲

の中央部で中の沢に面した平坦面にあるグループ、 ウ：西側の尾根上にあるグループの3群ととらえ

られる。ア群は西LF-242から東LF-201まで、 イ群は西LF-224から東LF 219まで、 ウ群は

西LF-197から東LF-176までとできよう。

遺跡の広がりは道路用地範囲を越えた北側にも及んでおり、遺構分布も北側へ続くものと考えられ

る。特に焼土のウ群やLP 75．77は、キウス川本流の上流部に面して展開する遺構グループと考え

られる。

（三浦）
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Ⅲ遺構とその遺物

表Ⅲ－1 遺構一覧(1) 平成8年度

規模

長径x短径x深さm()推定
遺構名 グリット 時 期 備 考

５６

４

５

６

７

２

２

２

２

一

一

一

一

Ｐ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

D81･82、 E81～83

C83， D82．83

C80．81， D80．81

B78．79、 C78．79

E82c， F82d

E82b， F82a

F82a ・b

E81a ・b

D79c

F81a

F82b･ c

D81b

E80d， E81a

C75b

B83c 。d， B84a･b

C78c，C79b,D78d,D79a

A79c，A80b

C79c， D79d

A69b

A69c， B69d

A63c

F83b， G83a

F84c ・d

B79c， B80b

F81a

D79c， D80b， E79d

F82c、 F83b

F82a･b･c･d

B79b

D79a･b

D79c， D80b， E79d

F81b

F81b・ c

F80c ・d

F80d

D78c

C81b， D81a 。b・ c ・d

D81a

C74d

C73d， C74a

D76d

C78c

C78a ・ b

C79b

C75c，C76b,D75d，D76a

C75a

B75c

Zo73a･b･c ・d

C76a･d

C76c

後期中葉手稲式期 平地

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期 上にLF-178

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

続縄文～擦文

続縄文～擦文

続縄文～擦文

続縄文～擦文

晩期タンネトウL式期昨年の続き・時期変更

後期中葉

後期中葉

後期中葉 LP-70の上

後期中葉

後期中葉

後期中葉？

早期？

後期中葉？

後期中葉 掘り込み・周辺小ビット

後期中葉

晩期ﾀｿﾈﾄｳL式期？

後期中葉

後期中葉

後期中葉

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

後期中葉

後期中葉

晩期タンネトウL式期

後期中葉

晩期タンネトウL式期

後期中葉

後期堂林式期

後期中葉？

後期中葉？

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

平地6．57×3．84×－

4.15×3.62×0.37

2．67×2.04×0.60

2．44×1.95×0.51

1.00×0.89×0.74

0．96×0．94×0．55

0.80×0．63×0.16

0．83×0．74×0.46

0．60×0．45×0.12

0.70×0.58×0.18

0.74×0.71×0.27

0.90×0.83×0.45

0．66×0.64×0.30

0－87×0．86×0．24

1.88×1.58×0.62

1．22×0．68×0．26

(0.90)×(0~82)×0.24

0.73×0.46×0．09

0.42×0.23×0.07

0．76×0.40×0．11

0.47×0.39×0.03

0．70×0.61×0.13

0.84×0.36×0.09

0.42×0.38×0.05

1.01×0.24×0.07

0.70×0.54×0.11

0．38×0.22×0.06

0．64×0.40×0.12

0．69×0､41×0.16

0.52×0.31×0.08

0.90×0.53×0．18

0.25×0．13×0.06

0.91×0.52×0.11

0．66×0.31×0．13

0．66×0.42×0.11

0.65×0.54×0.14

3．25×0．48×0.13

0.52×0.44×0.14

0．82×0.58×0.14

0．62×0．52×0．05

0．59×0.44×0.11

0．67×0.52×0.05

1.10×0.68×0.11

1.24×0.61×0.07

0．94×0．48×0.05

0.85×O､29×0．08

0.76×0.53×0.08

0.54×0.34×0.13

0．48×0.38×0.12

0．66×0.44×0.08
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６
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Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ
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０

１

２

３

４

６

７

７

７

７

７

~
~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

｜
哩
吟
岬
吟
一
時

５

６

７

７

７

７~~~
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

６

７

７

７

１

１
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
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Ⅲ遺構とその遺物

表Ⅲ－2 遺構一覧(2) 平成8年度

規模

長径x短径x溌さm()推定
遺構名 グリット 時 期 備 考

４

５

０

０

２

２
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ
Ｊ

ｄ

１
１
１

●

●

ａ

１

．

ａ

７

・

門

【

Ｉ

ａ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

ｂ

ａ

Ｆ

ｄ

ｏ

５

ａ

９

６

８

９

９

０

６

５

６

房

Ｉ

、

ワ

Ｉ

庁

ｊ

巧

』

、

（

５

Ｃ

Ｃ

Ｒ

）

Ｄ

ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

ｄ

Ｃ

ｄ

Ａ

Ａ

ｄ

Ｃ

Ａ

ｄ

ｂ

ｄ

ｄ

●

●

●

●

●

●

、

、

●

●

●

●

■

●

●

Ｅ

‐

，

ａ

ａ

Ｃ

利

ｂ

ａ

１

Ｄ

‐

，

‐

，

、

，

、

Ｃ

Ｔ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

‐

。

ａ

‐

．

ａ

ａ

、

、
、

、

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｂ

ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｄ

Ｃ

ｄ

ｂ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

ａ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

９

９

９

８

８

ｂ

７

ａ

ａ

５

ａ

ｄ

ｄ

Ｃ

ｂ

９

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

０

０

１

０

０

７

７

７

６

６

６

６

６

８

６

６

６

６

５

５

４

４

２

６

６

６

６

６

６

６

６
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Ⅲ遺構とその遺物

2．住居跡

今年度の調査で検出された住居跡は4軒で、時期はすべて縄文時代後期中葉手稲式のものである。

H-24， 26の覆土から出士した土器の特徴は器形、文様構成で手稲式の中でも古い要素を持つ。H－

24は、人為的な掘り込みを検出することができず、 自然の凹みを利用して作られたものである。中央

に炉跡と考えられる焼土を検出した。H 25は、東から西に下りの傾斜を持つ緩やかな斜面の方の部

分に形成されている。覆土の中層に厚さ5cm～10cm程の焼土が広がり、その下位の部分に住居の屋根

の部分に詰まれた恵庭aのローム質土の崩落したものが堆積している。覆土の焼土が形成された時期

は、住居が焼失したときと、住居が廃棄され埋没した直後の2通りが考えられるが、層位の断面観察、

平面観察から確定はできなかった。しかし、埋没の状況から大きな時間差があったものではなく、住

居跡と同時期の縄文時代後期中葉のものであると考える。住居跡の東側部分にはベンチ状の構造が検

出された。さらに東側には風倒木跡の凹みがあり、人為的に若干改変しているように観察された。住

居の排水溝として利用していた可能性がある。昨年度のH－4とH－5の間にも同様に、断層の跡を

住居の排水溝と考えられるものが検出されている。H-26は覆土下層に焼土が検出され、それを上下

するように手稲式の一括土器が検出された。その下面と側面に汚れたⅦ層が堆積しており、その遣構

が廃棄されたあとに焼土が流れ込んだものと考える。遺構の内部には柱穴状小ピットは外に数個可能

性のあるピットを検出した｡遺構の北東側部分に出入り口と考えられる黒色士の落ち込みを確認した。

H-27は覆土のほとんどが黒色土で構成されており、その上部から手稲式の壷の上半部が出土した。

出土土器は住居跡が埋没後その位置に流れ込んだものであり、遺構に伴うものではない。 （倉橋）

H-24(図Ⅲ 2， 3表Ⅲ－3， 7 図版Ⅲ1， 2)

位置:D81．82，E81～83

規模： 6.57m×3.84m×-m

調査:D81･82,E81～83の包含層調査中、V層中位で焼土の広がりを検出した。竪穴住居跡を想定し、

グリットの境界を土層観察用のベルトを残し、壁面、床面の確認を行った。その結果、掘り込み、壁

面を確認することができなかったが、床面と考えられるⅦ層の面で、柱穴が検出されたことから、平

地形の住居跡とした。

焼土は､住居の中央と推定されるところで検出された｡厚さはV層中位相当からⅦ層上面まで15～20

CInほど、上部は炭化物が絡み暗榿褐色、下部は燈褐色である。作図は下部の部分で行った。土器片が

挟まり込み、その周囲に石皿が出土した。焼土はサンプリングし、 フローテーション法により処理し

た。出土した炭化植物遺体については、現在分析依頼中である。

柱穴は23個検出された。HP-9， 11， 13， 19， 20の5本が確認面から1Ocm以上の深さを持ち、主柱

穴と考えられる。HP-23は､竪穴住居跡の掘り込みがないかを確認するため､部分的にⅦ層を掘り下げ

ている際に検出した。欠損した部分は、残存している部分とほぼ対称の形であった。掘り込みは浅く、

黒褐色のしまった土が埋積している。いわゆる灰床炉のようなものであった可能性がある。

遺物：土器は121点､石器は10点､総数131点が出土した｡土器は1点のV群c類を除き、Ⅳ群b類の手稲・

糀澗式である。図Ⅲ-3-1は床直上出土とE81、E82区出土の土器が接合した。Ⅳ群b類の深鉢。2は住居

上のV層相当の黒色土からの出土｡2はⅣ群b類の口頸部～底部までが接合した。3は住居上の黒色土か

らの出土。石鍼で石質は黒曜石。 4は床直上出土。石皿。石質は砂岩。

時期：出土土器よりⅣ群b類土器の縄文時代後期中葉手稲式の時期のものと考えられる。 （倉橋）

25



デ｜ご

~~

ド’・二’

一倍一言、判旬”《言Ⅷ枠韮祇《刊いべ｜可鮮

一僻

４
Ｐ
Ｈ

テ’卜’ナ’二一ハ’

６６７５２２２２９

輯弱鈎韓調弱調露狛

グ’ｘ’ゼ｜Ｖ

か’ギ’ゲ’ゴ’ザ一〉ン’ゾｌＶダ｜

亨佃画 言侶措孵媚幅侶

言言齊壺マー

毒喉言搾

ｌ
Ｐ
Ｈ

力’キ’ク’ケー．’サ’シ’スーセーソ一タ’ ５６４

９９９４２００、１２２

３３３９９９９

頸３麺３３３麹鑓

wf,Q｡:
H
-
2
4

_L~E
8
1
d

輻
82。

、3,4‘
●

●

3
率

●

●

●
X

+E83a

○
ソ一

ソ一

H
P
－
1
0

H
P
-
2
2

．、

Ｑ

○個

ぐ
ヘ

ビ｜・』
○招

○

や〆

ヒー〆

●
調
輻

●
~
ク

ギ
ブ

O''
H
P
&

一一

○
“』
ミミ

オ
H
P
－
1
7

~

ア

－
1

り
一
彦

p
権
…

り
診
彦
一-!
HP-3

HP_,4
#</

～
ど

H
P
-
1
4

セッーヌ｜唖４少 綴

~

３●●Ｈ

狙旧●●．一

○ゥ｜／｜

●一
ｐ‐

１
１

０

○

２

ヌ｜之昨

工一

○咽／一

読、岬５２

Ｃ蕊

、Ｆ
１
卜

７

９

６８

９

編蝿堂篭

８

●３

○も

》や

一

・空

○幅、
○‘

久一￥岬

~ f
82b

t83b

○
３
２

Ｐ
Ｈ ~~

ツー
。『

ナー
'"／

、

葛ｌ工国ｌ自国

H
P
-
1
6

○
堅

ケー
ん、~

H
P
－
1
5

、
H
P
＝
4

一
旦
○
ヨ
ー

H
P
－
5

”
6
－
Z

H
F
－
2

ア’
H
F
－
l／
2

3
9
‘
6
エ
H
F
－
5

エ

+F81b
ａ
２
８

－Ｆ
十

_
一
一
_
一
一
Ⅵ

－

一

尽鋼Ｑ押却抵廻目

●

つ“｜

蓮
X

●
~
~

’

3
9
.
6
イ
H
F
－
3
イ
'
3
9
6
ウ
H
F
－
4

ウ
．

3
9
2
オ

H
F
－
6

オ
.

‐
一
一
壱
一
一

町

H
P
－
l
2

”
2
－
蚤
チ’

歩Ⅷ

３
２

Ｐ
Ｈ

フー
３
９
３

~
~
~
/
3
~

二
＝
‐
Ⅵ

や函
ア’

フ’

-句
而
一

土

土焼土

Ｆ焼色焼土

Ｈ色褐色焼

４榿榿褐色

２明暗榿榿

Ｈ１２３４

+E82b
H
P
－
l
3

3
9
.
4
ツ
ツ一

H
－
2
4
H
P

1
暗
褐
色
土
（
V
＋
Ⅵ
）

2
黒
色
土
（
V
＞
Ⅵ
）

l~
I
~

炉
確
認
状
況

-畝



~~~~~~

Ⅲ遺構とその遺物
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図Ⅲ－3 H-24出土の遺物

(図Ⅲ－4， 5， 6表Ⅲ－3 図版Ⅲ－3， 4）H-25(図Ⅲ－4， 5， 6表Ⅲ－3 図版Ⅲ-3， 4)

位置:C83，D82･83

規模: 4.15/3.52×3.62/3.52×0.37m

調査: C83,D82.83の包含層調査中に、V層上面で焼土の広がりを検出した。調査: C83,D82.83の包含層調査中に、V層上面で焼土の広がりを検出した。グリットの境界を土層

観察用のベルトに残し、順次掘り下げた。焼土はV層相当層に、その下位はⅦ層主体の崩落土が堆積

していた。 トレンチ調査により、床面、壁面の検出を行ったところ、V層中から掘り込まれ、Ⅶ層を

掘り込んで構築された竪穴住居跡と確認した。

覆土3， 7層からは、丸太状、角形などの炭化材が出土した。覆土中層のⅦ層主体の覆土3層は、住居

の外側の詰み土が崩落したものと考える。住居跡の東側は、ベンチ状の段差を持ち、 さらに東側の上

部には風倒木痕を改変し、排水路とした可能性のあるものを確認した。

柱穴は13個検出された。全体に浅く、規則的な配列を持たず､確認面から15cmを越えるものはない。

住居跡ほぼ中央部の床面からは炉(HF-l)を検出した。焼土はサンプリングし、 フローテーション

法により処理した。その資料の選別から得られた炭化植物遺体は、現在分析依頼中である。

遺物：土器は10点、石器は7点、総数17点が出土した。土器はⅢ群b類、V群、V群c類の各1点を除き、

Ⅳ群b類の手稲･糀澗式である。図Ⅲ6-1は床面とE81区が接合。Ⅳ群b類の深鉢の口縁部。 2は床面と

E81区が接合。Ⅳ群b類の深鉢の口縁部。 3はH-24床直上、床面とH-25の床面出土の土器が接合。Ⅳ群

b類の深鉢、胴部～底部。 4は床直上出土。スクレイパー。石質はメノウ質頁岩。 5は壁面出土のスク

レイパー。石質は黒曜石。

時期：出土土器よりⅣ群b類土器の縄文時代後期中葉手稲式の時期のものと考えられる。

フローテーション選別作業により得られた炭化物片を炭素14年代測定に現在依頼中である。 （倉橋）
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Ⅲ遺構とその遺物
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図m－6 H-25出土の遺物

H-26(図Ⅲ－7， 8 表Ⅲ－4， 7図版Ⅲ-5， 6， 7)

位置:C80．81，D80･81

規模： 2.60/2.20×2.06/1.78×0.60m

調査:C80,D80の包含層調査中に、Ⅵ層上面でV層の落ち込みを検出した。土擴を想定し、土居観察

用のベルトを残し、順次掘り下げた。埋土の中層より焼土が検出され、 さらに壁際にⅦ層主体の崩落

土が検出されたことから、竪穴住居跡とした。掘り込み面から1Ocm程度はⅦ層の崩落土で埋積してお

り、その上面から焼土が検出された。焼土の検出面が生活面と捉えられるか、意図的に覆土とともに

埋め戻されたものかは、確定できなかった。焼土周辺から検出された一括土器は、底部が2個体分存

在した。 1個体は図Ⅲ-8-1のように復元された。焼土と、焼土の下の覆土をサンプリングし、 フローテ

ーション法により処理した。その資料の選別作業により得られた炭化植物遺体は、現在分析依頼中で

ある。

柱穴は12個検出された。すべて竪穴住居の外のものである。HP-8が確認面から30cm、他は10cm程

度の深さである。

床面から焼土は検出されなかった。 ~

竪穴住居跡の北東部分には黒褐色土の覆土の堆積する掘り込みがあり、出入り口であると考える。

遺物：土器は80点、石器は10点、総数90点が出土した。土器は、V群c類の各1点を除き、Ⅳ群b類の手

稲・鯆澗式である。図Ⅲ-8-1は覆土上～下が接合。Ⅳ群b類の深鉢。 2は覆土上出土。Ⅳ群b類の深鉢

の口縁部。 3は覆土中とE81区出土土器が接合。Ⅳ群b類の深鉢、 口縁部。 4は覆土上～下出土。Ⅳ群

b類の深鉢。 5， 6， 7は同一個体。 8は覆土中出土。石錐。石質は黒曜石。 9は覆土中出土のスクレ

イパー。石質は頁岩。

時期：出土土器よりⅣ群b類土器の縄文時代後期中葉手稲式の時期のものと考えられる。 （倉橋）
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Ⅲ遺構とその遺物

H-27(図Ⅲ－9， 10表Ⅲ－3図版Ⅲ8， 9)

位置:B79

規模： 2.44/2.16×1.95/1.68×0.51m

調査:B79の包含層調査中に、Ⅵ層でV層の落ち込みを検出した。その黒色土中にⅣ群b類の壷と大型

の礫が検出された。土擴を想定し、土層観察用のベルトを残し、順次掘り下げた。西側は風倒木の攪

乱等で破壊されており、壁面の立ち上がりを検出できなかったが、東側で、Ⅶ層をわずかに掘り込み、

Ⅵ層を壁面とする状態を確認できたので、竪穴住居跡と確認した。

掘り込み面からは焼土が検出されなかった。壁際から検出されたⅦ層の崩落土は、住居の外側に詰

まれていた積み土である可能性がある。

柱穴は住居跡内、外部ともに精査を行ったが検出できなかった。恐らく外側にv層中まで打ち込ん

だ柱が存在したものと考える。

住居跡内から焼土は検出されなかった。

遺物：遺物は検出されなかったが､住居の外脇にⅣ群b類の壷と大型の礫が検出された｡覆土中の検出

ではないが､住居跡の時期の決定の根拠となると考え、ここに掲載する。 ’はⅣ群b類の壷。口縁部～胴

部。

時期：検出した包含層出土土器よりⅣ群b類土器の縄文時代後期中葉手稲式の時期か、多少古い時期

(倉橋）が想定される。
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Ⅲ遺構とその遺物

3．土擴

LPは65～77までの11基が検出された。覆土はすべて埋め戻し状の土が埋積していたので、土擴墓が

想定される。

中の沢を囲むように検出されたLPは、標高38.5m～39.5mに存在し、LP-65と71, 66と67, 68と70,

72と73が4つの対をなすように確認された。平面的な位置では土擴の規模が大小が組になっている。

LP-74と75はそれぞれ、 1基単独で存在する。

さらに、土器の接合からH-26出土の土器とLP-72出土の土器、LP-68出土の土器とLP-74出土の土器

が接合し、それぞれがほぼ同時期のものであると考えられる。

LP-70出土のⅣ群c類土器は､包含層出土の他の土器片と接合し､図Ⅲ-14-2のように復元された｡LP-

70の時期はLP-68と対をなし、Ⅳ群b類の時期のものと考えていたが､土器の接合からLP-68とLP-74出

土土器の接合関係が見られ、LP-70は単独でⅣ群c類の時期の可能性もある。

他のものについてはⅣ群b類の時期のものである。

士擴の周辺からは多数の同時期の焼土が検出され､埋葬の儀礼に火が用いられている可能性がある。

今年度調査区の北側の境界に近いLP-75, 77と同様な土擴が未発掘区に分布が続いていると推察され

る。

検出された遺物では、LP-74、 77のように礫が検出される例と、LP-75のように一括土器が埋められ

ている場合と、その他のように土器が数点入れられるものがあった。 （倉橋）

LP-65 (図Ⅲ-11，表Ⅲ-10、図版Ⅲ-10)

位置:E82c,F82d 規模: 1.00/0.72×0.89/0.70×0.74m

調査:E82c,F82dの包含層調査中､Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した｡士層観察用の面を残して

半裁したところ、確認面から30cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土である。南

側で検出された、LP-71と対をなす。西側には、 LP-66と67の対がある。

遺物：Ⅳ群b類土器1点が出土した。

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。

LP-66 (図Ⅲ-11，表Ⅲ-10、図版Ⅲ-10)

位置:E82b,F82a 規模: 0.96/0.70×0.94/0.54×0.55m

調査:E82b,F82aの包含層調査中､Ⅵ層上面で黒色土の落ち込承を検出した｡土層観察用の面を残して

半裁したところ、確認面から30cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土である。南

側で検出された、LP-67と対をなす。東側には、LP-65と71の対がある。

遺物：土器15点が出土した。その内訳はⅣ群b類7点、V群c類8点である。

時期：覆土の上部からはV群c類が出土しているが、埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器の象出土し

ていることから、縄文時代後期手稲・糀澗式の時期である。

LP-67(図Ⅲ-11, 15,表Ⅲ-5， 10，図版Ⅲ-10， 16)

位置:F82a･b 規模: 0.80/0.56×0.63/0.50×0.16m

調査:E82b,F82aの包含層調査中､Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した｡土層観察用の面を残して

半裁したところ、確認面から15cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土である。北

側で検出された、 LP-65と対をなす。東側には、LP-65と71の対がある。

遺物：Ⅳ群b類土器1点が出土した。
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Ⅲ遺構とその遺物

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。

LP-68 (図Ⅲ-11， 14，表Ⅲ5, 10、図版Ⅲ-10， 16)

位置:E81a･b 規模: 0.83/0.68×0.74/0.68×0.46m

調査:E81a．bの包含層調査中、Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した。土層観察用の面を残して半

裁したところ、確認面から30cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土である。南側

で検出された、 LP-70と対をなす。東側には、 LP-66と67の対、西側にはLP-72と73の対がある。

遺物：土器14点が出土した。その内訳はⅣ群b類12点、V群c類2点である。図Ⅲ-14-1に掲載した土器

はLP-68出土土器とLP-74出土土器が接合している。LP-68とLP-74がほぼ同時期のものと考えられる。

時期：覆土の上部からはV群c類が出土しているが、埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器のみが出土

していることから、縄文時代後期手稲・糀澗式の時期である。

LP-69 (図Ⅲ-11，表Ⅲ10、図版Ⅲ-11)

位置:D79c 規模: 0.60/0.48×0.45/0.35×0.12m

調査:D79cの包含層調査中、Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した。土層観察用の面を残して半裁

したところ、確認面から10cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土である。他の4

対と同方向のピットは検出できなかったが、北西側で検出された、LP-76と対をなす可能性はある。東

側には、 LP.66と67の対、西側にはLP-72と73の対がある。

遺物：遺物は出土していない。

時期：縄文時代後期手稲・糀澗式の時期である。

LP-70 (図Ⅲ-11, 14,表Ⅲ5, 10、図版Ⅲ-11， 16)

位置:F81a 規模: 0.70/0.60×0.58/0.50×0.18m

調査:F81aの包含層調査中、Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した。土層観察用の面を残して半裁

したところ、確認面から10cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の士である。南西側

で検出されたLP-68と対をなす。東側には、LP-66と67の対、西側にはLP-72と73の対がある。

遺物：土器1点が出土した。その内訳はⅣ群c類1点である。出士した土器は図Ⅲ-14-2のように復元さ

れた。

時期：現場の調査の時点では遺構の位置からLP-68と対をなすと考え、縄文時代後期中葉手稲･糀澗式

の時期としたが、出土土器の時期、接合関係から縄文時代後期後葉堂林式の時期の可能性もある。

LP-71 (図Ⅲ-11，表Ⅲ-10、図版Ⅲ-11)

位置:F82b･c 規模: 0.74/0.36×0.71/0.42×0.27m

調査:F81aの包含層調査中、Ⅵ層上面で黒色土の落ち込象を検出した。土層観察用の面を残して半裁

したところ、確認面から10cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土である。北東側

で検出されたLP-65と対をなす。西側にはLP-66と67の対がある。

遺物：Ⅳ群b類土器1点が出土した。

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。

LP-72 (図Ⅲ-12,表Ⅲ-10,図版Ⅲ12)

位置:D81b 規模: 0.90/0.70×0.83/0.52×0.45m

調査:D81bの包含層調査中、Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した。土居観察用の面を残して半裁

したところ、確認面から30cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土であり、土擴墓
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Ⅲ遺構とその遺物

ではないかと考える。北東側で検出されたLP-73と対をなす。H-24と26の間がある。

遺物：Ⅳ群b類土器2点が出土した｡H-26に掲載している図Ⅲ-8-4はH-26の覆土上～下から出土した土

器と接合した。H-26とLP-72はほぼ同時期のものと考える。

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。

LP-73(図Ⅲ-12,表Ⅲ-10、図版Ⅲ-12)

位置:E80d,E81a 規模: 0.66/0.54×0.64/0.54×0.30m

調査:E80d,E81aの包含層調査中､Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した｡士層観察用の面を残して

半裁したところ、Ⅶ層を30cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の士である。北東側

で検出されたLP-72と対をなす。H-24と26の間がある。

遺物：遺物は出土しなかった。

時期：縄文時代後期手稲・鯆澗式の時期である。

LP-74(図Ⅲ-12， 14， 15，表Ⅲ-4， 8， 10、図版Ⅲ-13, 16, 17)

位置:C75a 規模: 0.87/0.80×0.86/0.74×0.24m

調査:E80d,E81aの包含層調査中､Ⅵ層上面で燈褐色焼土を検出した｡土層観察用の面を残して半裁し

たところ､焼土の下に確認面から30cmほど掘り込むピットと確認した｡覆土は埋め戻し状の土である。

焼土はピットの時期とほぼ同時期のものであろう。他のピットと離れて1基で検出された。

遺物：土器3点、石器等4点、総数7点が出土した。その内訳は、Ⅳ群b類2点、V群c類1点、礫4点であ

る。図Ⅲ-14-1に掲載した土器はLP-68出土土器とLP-74出土土器が接合している。LP-68とLP-74がほ

ぼ同時期のものと考えられる。

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。

LP-75(図Ⅲ-12， 14，表Ⅲ-6, 10、図版Ⅲ-14, 16)

位置:B83c･d,B84a･b 規模: 1.88/1.32×1.58/1.10×0.62m

調査:B83c．d,B84a．bの包含層調査中､Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した｡土居観察用の面を残

して半裁したところ､確認面から60cmほど掘り込むピットと確認した｡覆土は埋め戻し状の土である。

覆土の下層には、Ⅳ群b類の深鉢の一括土器が検出された。

遺物：土器32点が出土した。すべてⅣ群b類である。

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。

LP-76 (図Ⅲ-13, 15,表Ⅲ6, 10、図版Ⅲ-15, 16)

位置:C78c,C79b,D78d,D79a 規模: 1.22/1.00×0.68/0.54×0.26m

調査:C78c,C79b,D78d,D79aの包含層調査中､Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを検出した｡土層観察用の

面を残して半蔵したところ、確認面から30cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土

である。 ピットの北東の角覆土中には、Ⅳ群b類が1点検出された。

遺物：土器1点、石器等9点、総数10点が出土した。その内訳は、Ⅳ群b類1点、礫9点である。

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。
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LP-77(図Ⅲ-13,表Ⅲ-10，図版Ⅲ-12)

位置:C78c,C79b,D78d,D79a 規模: (1.22)/(0.68)×0.82/0.74×0.26m

調査:C78c,C79b,D78d,D79aの包含層調査中､Ⅵ層上面で黒色土の落ち込象を検出した｡土層観察用の

面を残して半裁したところ、確認面から30cmほど掘り込むピットと確認した。覆土は埋め戻し状の土

である。

遺物：土器1点、石器等9点、総数10点が出土した。その内訳は、Ⅳ群b類1点、礫9点である。

時期：埋め戻された覆土中からⅣ群b類土器が出土していることから、縄文時代後期手稲･糀澗式の時

期である。 （倉橋）

LP出土の遺物

LP出土の土器

LP出土の土器は総数80点で、その内訳はⅣ群b類59点、Ⅳ群c類1点、V群c類20点である。LP-65擴

底から出土したⅣ群b類1点とLP-71V層から出土した1点以外は全て覆土出土の土器である。

復元個体は3個体で、Ⅳ群b類2個体、Ⅳ群c類l個体である。

図Ⅲ14-1はLP-68出土の土器8点とLP-74出土の土器1点､その他にD81c区V層1点､E81a区V層1点、

E81b区V層4点の計15点が接合した。Ⅳ群b類の深鉢｡2は、LP-70出土の土器3点､Zo74cⅢ層1点､Zo75

bⅢ層1点、Zo75bV層2点、A74dⅢ層2点、A74dVE1点、A75bⅢ層1点、B73dⅢ層1点、B74cⅢ層1点、

B74cV層41点、B74dⅢ層1点、B74dV層2点、B79dV層1点、C74bⅢ層2点、C74dV層1点、C75aV層

2点、C75aV層2点、C76dV層1点、C77dⅢ層1点、E79aVIg2点、E82bV層1点、表採1点の計66点が接

合したⅣ群c類の深鉢｡LP-70は遺構の位置からLP-68と対をなし、その周囲のⅣ群b類の住居跡の士擴

墓と考えたが、図Ⅲ-14-1のLP-68とLP-74の接合により対の関係が見られるため、単独でⅣ群c類の時

期のものの可能性もある。3はLP-75覆土下出土のⅣ群b類24点。その他にB83bV層1点､B83dV層3点、

B84aV層5点、B84bV層4点、C80dV層1点、C83aV層3点、C83bV層2点、C83cⅢ層1点、C83dV層5

点、C84aV層2点、D83dⅢ層1点、D84aV層1点、E80dⅢ層6点、計59点が接合した。

図Ⅲ-15-1はLP-67出土のⅣ群b類の深鉢。胴部。 2はLP-76出土のⅣ群b類の深鉢、 口縁部。

H-26出土の土器に掲載している図Ⅲ-8-4はH-26とLP-72出土の土器が接合した。また、図Ⅲ-8-7IX

H-26とLP-76出土の土器が接合した。LP-72、LP-76のそれぞれは埋め戻し状の覆土で、土擴墓と考え

られ、H-26に対応するものである可能性がある。

図Ⅲ-14-1のLP-68とLP-74の接合は､位置と大小の対によるピットの組み合わせのほかに､ピットの

組み合わせが同時のものがある可能性を表わすと考えられる。 （倉橋）

LP出土の石器

LP出土の石器は4点で､すべてLP-74から出土した｡図Ⅲ-15-1，2はLP-74出土の台石｡石質は砂岩。

（倉橋）
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Ⅲ遺構とその遺物

4．焼土

Ⅲ層から検出された焼土(UF)は4基で、続縄文時代～擦文文化期、V、Ⅵ層から検出された焼土

(LF)は78基で、そのほとんどは縄文時代後期と晩期のものである。

UFは4基とも伴出土器､周辺の土器の出土に乏しく、時期を確定することができなかった。しかし、

Ta-cのⅣ層に近い位置で検出されていることから、続縄文時代のものである可能性の方が高いと考え

る。新しくなっても擦文文化期より新しくなることはない。すべて焼土の発達が悪く、暗榿褐色のも

のが多い。UF73、 74は炭化材がからんでいた。UF-75は現場ではLFと考えていたが、整理作業

で、平面図、セクション写真等の検討からUFにいれるべきと判断した。

LFは、LF-87、 179, 190, 193, 194, 195, 196、 198, 200, 205, 219, 223, 224、 233, 234, 240,

241は周辺に土器が出土しており、焼土の時期を捉えられる。そのうちLF-190、 193, 198, 205, 223は

伴出土器からV群c類縄文晩期タンネトウL式の時期のもので、焼土の周辺には台石、石皿などの礫石

器を伴い、屋外炉の役割を持っていた可能性がある。LP-70の上部のLF-178とLP-74の上部焼土は、そ

の土擴の形成された時期とほぼ同時期の縄文後期中葉のものと考えられる。LF-184ははっきり焼けて

いる焼土で、焼土がレンズ状に堆積していた。昨年の調査で検出されていた、焼土の詰まっているピ

ットの可能性もあるが、焼土がその場で焼かれ、保存の状態のよかったものと考える。周辺には深さ

10cm～20cm程の柱穴状の小ピットが検出された。 （倉橋）

LFの遺物

LF出土の土器（図Ⅲ-27～29)

LFから出土した土器は1002点、V群c類が396点と多く、Ⅳ群b類254点、Ⅳ群c類154点の順となる。

掲載した土器は、復元個体3個、拓本39点である。

LF出土のI群b類土器（図Ⅲ-28-11, 12)

LF出土のI群b類土器は45点出土し、すべてLF-224からのものである。拓本2点を掲載した。現場

での調査中には､昨年度にも出土していた続縄文時代のⅥ群b類赤穴式ではないかと考えていたが､復

元作業によりポウル形の器形を呈するようになったので、 I群b類土器と確認された。これまでのキウ

ス7の調査ではI群b類のうち、東釧路Ⅳ式はほとんど出土していなかった。図Ⅲ-28-11と12は同一個

体。

LF出土のⅢ群b類土器（図Ⅲ-27-17,図Ⅲ-28-6)

LF出土のⅢ群b類土器は2点出土し、LF192とLF212からのものである。

LF出土のⅣ群b類土器（図Ⅲ-27-1, 5～9， 18図Ⅲ-28-1～5， 7～9，図Ⅲ-29-1, 8)

LF出土のⅣ群b類土器は254点出土し、復元個体1個体、拓本16点を掲載した。

復元個体の図-27-1は口唇に刻みが入り、糀澗式である。LF-190付近のV層出土のものと、C81b区の

V層出土のものが接合した｡LF-190はV群c類の時期のものであり、焼土の時期に直接関連するもので

はない。拓本のものは、手稲式と考えられるもの（図Ⅲ27－5， 6， 7， 8， 9， 18，図Ⅲ-28-4， 5， 7，

8， 9， 10、図Ⅲ29-1)が多い。
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LF出土のⅣ群c類土器（図Ⅲ-272, 10～11, 19～20 図Ⅲ-29-4)

LF出土のⅣ群c類土器は154点出土し、復元個体1個体、拓本5点を掲載した。

復元個体の図Ⅲ-27-2は内側から外側への突瘤文が施された堂林式のものである。

LF出土のV群a類土器（図Ⅲ-29-10)

LF出土のV群a類土器は2点出土し、拓本1点を掲載した。

LF出土のV群c類土器（図Ⅲ27-4, 12～16,図Ⅲ-29-2, 3, 5～7， 9)

LF出土のV群c類土器は396点出土し、拓本12点を掲載した。出土の点数が多かったが復元個体と

して掲載できるまで接合されるものはなかった。 口唇上に刻み目を持つもの、縄線文を施すものが見

られた。

LF出土のⅥ群a類土器（図Ⅲ-27-3)

LF出土のⅥ群a類土器は6点出土し、復元個体l個体を掲載した。

図Ⅲ-27-3は恵山式である。LF-240焼土上、焼土中、付近のV層とA64区出土のものが接合した。

（倉橋）

LF出土の石器（図Ⅲ-30, 31)

図Ⅲ-30-1はLF-182出土。たたき石。石質は砂岩。図Ⅲ-30-2～6はLF-190出土。 2は石鎌。石質

は黒曜石。 3はスクレイパー。石質は黒曜石。 4はたたき石。石質は砂岩。 5は台石。石質は砂岩。

6は台石。石質は安山岩。図Ⅲ-31-1はLF-198出土。石皿。石質は砂岩。図Ⅲ-31-2はLF-205出土。

石斧。石質は泥岩。図Ⅲ-31-3， 4はLF-236出土。玉。石質はカンラン岩。図Ⅲ-31-5はLF-238出土。

スクレイパー。石質は黒曜石。図Ⅲ-31 6はLF-240出土｡玉。石質はカンラン岩。図Ⅲ-31-7はLF-248

出土。石鍍。石質は黒曜石。

LF-190出土の台石（図Ⅲ-305, 6)は、図Ⅲ-18に見られるように斜めに立つように出土した。LF-

190をはさむ包含層には、たたき石、すり石が検出されており、LF-190の屋外炉の可能性は強い。

図Ⅲ-31-3, 4の玉は焼土の中層から出土した。焼土の中層から出土したため、その下位に土壌がない

か精査したが、確認できなかった。焼土の時期が縄文晩期タンネトウL式の時期であるので、それと

同時期か、それよりも少し古い縄文時代後期～晩期のものと考える。

焼土から出土した玉はカンラン岩製で、包含層から出土したものはヒスイ製である。形態も石材も

違い、時期差が考えられる。 （倉橋）
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表Ⅲ－3 遺構掲載土器・土製品一覧(1)

出土遺構

包含層名

遺物

番号
図番号

図Ⅲ-3-1

層位 点数 分類 器形 部位 文 様 等

文様帯の上部を欠く。 3条の横沈線につC､又は’の縦の沈線で区画。

ヘラ状工具で調整後、 ミカキ。内面ミカキ。器面は黄褐色、内面は暗

褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

床直上 深鉢 口頚～胴H Ⅳb24 4 3

Ｅ

Ｅ

ｄ

ａ

、

、

２

１

１

２

８

８

４

８

１

１

口頸～底 頚部に2本の横沈線。頸部の下に7本の横沈線。縦の。Cの区画。地

文LR横回転斜行縄文｡部分的に磨消されている。内面はミガキ。平底。

器面は暗褐色を呈す。石英、角閃石を含む。

深鉢図Ⅲ-3-2 H 床直上 Ⅳb
旬。

乙& I

H 床直卜ワル
苧苛

〕

図Ⅲ6 1 H Ⅳb 深鉢 口縁 口唇は少し丸みを帯びた角形。地文LR横回転斜行縄文。 7条の横沈線

に縦に3条の沈線の区画が残存。器面は暗褐色を呈す。長石、石英、

角閃石を含む。焼成は中程度。

nF色⑪

E ． 、81 14 1

図Ⅲ-6-2 H 床面 深鉢 口縁 口唇はやや丸みを帯びた角形｡口唇より1.5cm程が横ナデ｡ヘラ状工具

で横沈線状の区画。 l対の補修孔。地文LR横回転斜行縄文。部分的に

磨消されている。内面はミカキ。器面は黄褐色、内面は暗褐色を呈す。

角閃石を含む。焼成は中程度。

Nb25 1ワ
ュI 1

E 81 ． 、 ２ 1

深鉢 胴～底 横沈線が1条残存｡地文LR横回転斜行縄文｡部分的に磨消されている。

一部炭化物が付着する。地文の切れ目に沈線状のへラ調整。内面はミ

ガキ。一部炭化物が付着する。平底。器面は暗褐色、内面は黒褐色を

呈す。石英、角閃石を含む。焼成はやや悪。

図Ⅲ-6-3 H 床面25 Ⅳb11 1

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ
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床直上

床直上

床面

３

１

３

５

１５

４

４

４

２

２

２

２

２

４

１

口唇は角形。真っ直ぐ立ち上がる。 6条の横沈線に､．Cの縦の区画、

角形工具による刺突文が交互に入る。頚部は少しくびれる。地文LR

施文後、 13条の横沈線とつCの縦の区画、角形工具による刺突文が交

互に入る。

口縁部のパターンと反対になっている。胴部の下部は部分的に磨消。

内面はミガキ。器面は黄褐色、内面は暗褐色を呈す。角閃石を含む。

焼成は中程度。 口径26.5cm･器高32.1cm･底径9.2cm。

図Ⅲ-8-1 H 覆士1 深鉢 口縁～底Ⅳb26 1q
八J

)
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中

土
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戸

６

理

ｎ
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吃

６

口唇は角形。真っ直ぐ立ち上がる。地文RL横回転斜行縄文。器面は黄

褐色を呈す。内面はミガキ。砂礫、角閃石を含む。焼成は良好。

口唇は角形。口唇から約2cm程は横ミガキ。 1条の横沈線の下にLR横

回転斜行縄文。内面はミガキ。器|而は褐色、内面は黒褐色を呈す。角

閃石を含む。焼成は中程度。

深鉢 口縁２

３

８

８

Ⅲ

Ⅲ

図

図

H 覆十卜 Ⅳb12 1
叩〆

乙0

口縁覆土中 深鉢H Ⅳb14 126

E 、 15 18i a

胴～底 地文LR横回転斜行縄文｡。Cの沈線が11段残存する｡地文LR横回転斜

行縄文。部分的に磨消されてし､る。残存部下部1/3は無文、 ミガキ。

内面はナデとミガキ。底面はミガキ。平底。全面が残存する。器面は

黄褐色を呈す。砂礫、角閃石を含む。焼成は良好。

密十中 深鉢図Ⅲ-8-4 H Ⅳb126
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覆土下 深鉢 胴～底 地文LR＋RL横回転斜行縄文｡部分的に磨消されている｡残存部l/2は

粗いミガキ。一部が黒ずんで2次的な焼成を受けた可能性がある。内

面はナデ。一部に炭化物が付着する。底部は平底。全面が残存する。

器面は黄褐色、内面は茶褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は中程度。

図Ⅲ85 H Ⅳb26 4

覆土上

焼十卜

V

Ｈ
Ｆ
Ｄ

Ｉ

26

190

80

吃

７

b

口唇は角形。 8条の横沈線｡．Cの縦の区画。LR横回転斜行縄文。文

様帯の間はミガキ、内面はミガキ。一部に炭化物が付着する。砂礫、

角閃石を含む。焼成は中程度。図Ⅲ-8-7と同一個体。

深鉢 口縁風倒図Ⅲ－8－6
■
■ 80 。 ７ Ⅳb1

Ｅ 、 20 183 a

口縁 口唇は角形。ゆるやかな山形の突起。 8条の横沈線。LR横回転斜行縄

文。．Cの縦の区画。文様帯の間はミガキ。その下に4条の横沈線。

内面はナデとミガキ。器面は暗褐色、内面は黄褐色を呈す。砂礫、角

閃石を含む。焼成は中程度。図Ⅲ-8-6と同一個体。

覆土中 深鉢図Ⅲ8←7 H Ⅳb
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口縁～胴 口唇は丸み､を帯びる。頚部はミガキ。LR横回転斜行縄文。内面はミカ

キ。器面は灰色を呈す。 口径10.5cm・器高23.()cmo底径9.0cm。
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表Ⅲ－4 遺構掲載土器・土製品一覧(2)
出土遺構

包含層名

遺物

番号
図番号

図m-l4 l

層位 点数 分類 器形 部位 文 様 等

口唇は角形。平縁。底部からゆるやかな開きで立ち上がる。地文LR

横回転斜行縄文。内面はミガキ。底部付近は無文。器面の胴部上半は

黒褐色、炭化物が部分的に付着する。胴部下半は暗黄褐色を呈す。小

礫、角閃石を含む。 口径28.0cm・器高21.6cm・底径8.0cm。

上土
土
覆
覆
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｊ

１

正

正

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ⅳb 深鉢 口縁～底８

４

１

１

１

１

１

６

７

８

８

８

８

８

２

４

賜

肥

Ⅱ

吃

岨

８

１

１

１

１

２

１

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

LP 覆土図|Ⅲ－14－2 70 深鉢 口縁～胴 口唇は角形｡口唇の下に1条の横沈線｡内側から外側への突瘤文｡LR＋

RL横回転斜行縄文。頚部は2条の横沈線の間に無文、横ミガキ。底部

は欠損。 口径35.8cm・器高36.8cm・底径11．6cm。

３ Ⅳc1

釦
酌
釦
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
表

74

75

75

74

74

75

73

74

74

74

74

74

74

79

74

74

75

76

77

79

79

82

採18
痕木倒

Ⅲ
Ⅲ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
風

１

１

２

２

１

１

１

羽

ｎ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

１

２

１

１

１

１

１

１

Ｃ

ｂ

ｂ

ｄ

ｄ

ｂ

ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｂ

ｄ

ａ

ｄ

ｄ

ａ

ａ

ｂ

、

１

２

８

加

肥

３

９

略

Ⅳ

２

咽

岨

８

２

６

皿

２

２

４

３

５

覆土下図Ⅲ-143 LP 深鉢75 Ⅳb 口縁～胴 口唇は角形。口縁～頸部は横ミカキ。地文はLR横回転斜行縄文。内面

はミガキ。器面は黄褐色を呈す。焼成は中程度。 口径45.5cm･器高

（30.8） c、。
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

ｄ

ｂ

ａ

ｂ

ｄ

Ｃ

ａ

ｄ

ｂ

ａ

ｄ

ａ

ｄ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ⅲ

３

３

４

４

０

３

３

３

３

４

３

４

０

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

３

１

５

４

１

１

３

５

２

２

１

１

６

０

４

１

２

１

６

３

１

４

４

６

１

Ｍ

覆土図lⅡ-15-1

図Ⅲ152

図Ⅲ27 1

LP
かけ

oj Ⅳb 深鉢 口縁 1条の横沈線。地文LR横回転斜行縄文。内面はミガキ。器面は黄榿色

を呈す。砂礫、角閃石、繊維を含む。

口唇は角形｡LR横回転斜行縄文｡器面は上部は黒褐色､下部は茶褐色。

内面はミカキ、茶褐色を呈す。砂礫を含む。焼成は中程度。

緩やかな波状口縁で、 6ケ所の突起部を持つ。 口唇全体に刻象目が入

る。頚部にへう状の工具による沈線が施される。地文LR横回転斜行

縄文。底部は平底で、わずかに残存する。砂礫、石英、角閃石を含む。

焼成は中程度。 口径21.3cm・器高13.8cm。

1 1

LP 覆土 深鉢76 Ⅳb 口縁1 4

LF 鉢190 、 1 Ⅳb 口縁～底14

b 、C 81 14 ３

図Ⅲ-27-2 LF 鉢233 1 19 Ⅳc 口縁～底 平縁。切り出しナイフ形。内側から外側への突瘤文。LR横回転斜行縄

文。底部は欠損。内面はミカキ。 口径21.3cm・器高15.8cm。
Ａ

Ａ

１

，

Ｃ

Ⅲ

Ⅲ

８

８

６

６

１

１
１

１

７

２

１

図lⅡ-27-3 唖
唾
唖
唖
Ａ
Ａ
Ａ

中

上

士

土

焼
Ｖ
Ｖ
焼
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

深鉢～鉢 口縁～底０

０

０

０

４

４

４

別

別

別

別

６

６

６

１

１

２

２

２

２

９

Ⅵa 口唇は角形。真っ直ぐ｡外側に立ち上がる。 口唇上の外側に縦の刻み目

がある。 4ケ所の緩やかな山形の突起を持つ｡口縁部に2条の横沈線。

頚部に押し引きによる4条の横沈線｡内面にも1条横沈線｡RL斜回転。

縄文が縦走す~る。上げ底。 口径12.5cm・器高11.8cm。底径6.0cm。

４

２

６

７

４

２

３

ｂ

Ｃ

ｄ
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Ⅲ遺構とその遺物

表Ⅲ－5 遺構掲載土器・土製品一覧(3)

出土遺構

包含層名

遺物

番号
点数 部位 様 等

少し丸みを帯びる。少し内傾する。地文

器面は黄榿褐色を呈す。砂礫が混じる。

図番号

図Ⅲ-27-4

層位 分類 器形 文

口唇は切り出しナイフ形で、

LR斜回転。縄文が縦走する。

深鉢 口縁焼土中

嬢十卜

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Vc５

４

１

１

７

７

８

８

地文LR横回転斜行縄文｡部分的に磨消されている。残存部の下部l/

2は無文。内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。平底。器面は黄褐

色、内面は黒褐色を呈す。砂礫を含む。

口唇は角形。ゆるやかな山形の突起。RL横回転斜行縄文。 6条の横沈

線。器面は茶褐色を呈す。砂礫、石英、角閃石を含む。

RL横回転斜行縄文｡沈線による渦巻き状の文様｡器面は黄褐色を呈す。

内面は黒ずんでいる。砂礫を含む。角閃石を含む. 。

ミガキによる無文帯。RL横回転斜行縄文。沈線による文様。磨消。器

面は茶褐色を呈す。砂礫、石英、角閃石を含む。

底部深鉢図Ⅲ-27-5 LF Ⅳb14184 〕

深鉢 口縁６

７

８

７

７

７

２

２

２

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

図

図

図

LF Ⅲ風倒＝ Ⅳb189 1３

深鉢 胴部Ⅲ風倒LF ３ Ⅳb189 ２

焼土中 深鉢 胴部LF 1 Ⅳb189 フ

Ｃ

Ｃ

９

９

７

７

Ｖ

Ｖ

１

１

１

３

１

１

ａ

‐

，

角形。LR横回転斜行縄文。 1条の横沈線。その下は無文帯。部分的に

磨消されている。器面は黄榿褐色を呈す。砂礫、石英、角閃石が混じ

る。

切り出しナイフ形。内側から外側に突瘤文。LR＋RL横回転斜行縄文。

内面はミガキ。器面は黄榿褐色を呈す。砂、角閃石が混じる。

切り出しナイフ形｡内側から外側に突瘤文｡地文RLとLR横回転斜行縄

文。部分的に磨消。器面は茶褐色を呈す。長石、角閃石を含む。

角形。 9条の横沈線。頚部に段が付き、縦の刻みが入る。地文RL斜回

転。縄文が縦走する。器面は茶褐色を呈す。石英、角閃石を含む。内

面は黒ずんでおり、部分的に炭化物が付着する。

深鉢 口縁図Ⅲ-27-9
T戸

L侭 ⅣbV190 ］

深鉢 口縁焼土中図Ⅲ-27-10

図Ⅲ-27-11

図IⅡ-27-12

LF Ⅳc2 ２190

口縁焼土上 深鉢LF Ⅳc190 4

深鉢 口縁LF 、 Vc？ 2190

上士焼
Ⅲ
Ｖ

忠

Ｄ

Ｄ

Ｉ ０

０

１

鴫

８

８

３

９

略

１

１

４

１

．

ａ

角形。口唇上の外側に丸い刻み目がはいる。RL斜回転。縄文が縦走す

る。器面は黄榿褐色を呈す。石英、角閃石が混じる。

口縁深鉢図m-27-l3 Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

焼土中

焼土中

Vc０

０

９

４

１

２

１

１

4

10

角形。口唇上の外側にLRの圧痕。口唇上にLR縄線が2条走る。補修孔

が1つ残る。LR斜回転。縄文が縦走する。部分的に磨消されている。

器面は黄榿褐色を呈す。石英、角閃石が混じる。

角形。外反する。LR横回転斜行縄文。器面は茶褐色、内面は褐色を呈

す。砂礫、長石、角閃石を含む。図Ⅲ-27-16と同一個体

少し丸み､を帯びる。真っ直ぐに立ち上がる。緩やかな山形の突起で、

無文。外面、内面ともにミガキ。器面は茶褐色、内面は褐色を呈す。

長石、角閃石を含む。図Ⅲ-27-15と同一個体

角形。 口唇上に刻み目。 2条のRLの縄線文。その下に綾くり文。その

下に縄の端部の圧痕。地文RL斜回転。縄文が縦走する。器面は黒褐色

を呈す。砂、石英が混じる。

2条の縄線文｡その下から下の縄線文にかかるように縄の端部の圧痕。

地文RL斜回転。縄文が縦走する。器面は黒褐色を呈す。砂、石英が混

じる。

先細り気味。真っ直ぐ立ち上がる。内側から外側への突瘤文。LR横回

転斜行縄文施文後に沈線により区画。内面は粗いミガキ。器面は黄褐

色を呈す。石英、角閃石が混じる。焼成は中程度。

深鉢 口縁焼土上図Ⅲ-27-14 LF Vc1190 ．

口縁焼土中 深鉢５

６

１

１

７

７

２

２

Ⅲ

Ⅲ

図

図

LF
寸T

VC1190 ］

胴部深鉢焼土上面T贋
些ユ Vc190 ］ ］

深鉢 口縁図Ⅲ-27-17 C b V Ⅲb81 ７ 1

深鉢 口縁焼十卜 Ⅳb図Ⅲ-27-18 LF 193 7 1

深鉢 口縁図m-27-l9
T雨

Lr 焼十卜 Ⅳc194 4 ］

， b77 V 8 1

先細り気味｡真っ直ぐ立ち上がる。内側から外側への突瘤文｡LRとRL

横回転斜行縄文。器面は黄褐色を呈す。内面はナデ。砂礫、石英、角

閃石が混じる。

地文LR＋RL横回転斜行縄文により羽状縄文を構成する。内面は粗い

ミガキ。器面は黄褐色を呈す。砂礫、角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は少し丸みを帯びる角形｡少し内傾する｡RL横回転斜行縄文｡内面

はミガキ｡器面は燈褐色を呈す｡砂礫蝋角閃石を含む｡焼成は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。少し内傾する。LR横回転斜行縄文。 2条の

横沈線。部分的に炭化物が付着する。内面はミガキ。器面は暗茶褐色

を呈す。小礫を含む。焼成は中程度。

口唇は丸承を持つT字状。 2つの大きな突起を持つ。LR横回転斜行縄

文。沈線施文後、磨消。内面は粗いミガキ。器面は橿褐色～暗茶褐色

を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

深鉢 口縁焼土上LF Ⅳc図|Ⅲ-272(） 1194

深鉢 底部焼十卜１

２

３

８

８

８

２

２

２

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

図

図

図

LF Ⅳb5 1194

焼土中 深鉢 口縁ⅣbLF 196 2 1

深鉢 口縁ⅣbLF V198 ７ 2

口縁深鉢Nb図Ⅲ-28-4 LF V198 ５ 1

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

１

４

５

１

１

１

５

２

３

７

８

８

Ｃ

も

．

ａ

口唇は少し丸みを帯びる。内傾する。 ミガキによる無文帯。 ’'条の沈

線が残存する。．Cの縦の区画。LR横沈線斜行縄文。内面はミガキ｡

器面は茶褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

深鉢 口縁焼土中 Ⅳb図Ⅲ-28-5 LF 4 1200

Ｂ
耕

ワ員
イJ

作土

． 、 １

１

１

０

２

１
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Ⅲ遺構とその遺物

表Ⅲ－6 遺構掲載土器・土製品一覧(4)

出土遺構

包含層名 層位 ｜鑿図番号

図Ⅲ-28-6

点数 分類 器形 部位 文 様 等

LR横回転斜行縄文。内面は粗いミカ・キ。部分的に剥離。器面は黄褐色

を呈す。小礫を含む。焼成はやや悪。

口唇は丸みを帯びる角形。少し内傾する。 2条の横沈線。。状の縦の

沈線で区画。RL横回転斜行縄文。磨消。内面はミガキ。器面は燈褐色、

内面は燈褐色～黄灰褐色を呈す。小礫、角閃石を含む。焼成は良好。

頚部には横沈線が1条残存する。その下はミカ・キにより無文。RL横回

転斜行縄文。 4条の横沈線が残存｡．が1つ残存。内面は粗いミカ．キ。

器面は|暗黄褐色、内面は黄灰褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

口唇は切り出しナイフ形。少し内傾する。LR横回転斜行縄文。 2条の

沈線施文後、磨消。その下はミガキにより無文。内面はミガキ。器面

は茶褐色、内面は茶褐色から暗茶褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は

良好。

LF 焼土中 深鉢212 1 mb にI縁1

図Ⅲ-28-7 「F
些八 、 Ⅳb 深鉢218 1 口縁1

図Ⅲ-28-8 LF 、 深鉢218 Ⅳb 胴1 1

図Ⅱ1-28-9 「両
レユ 焼十卜 深鉢219 ６ Ⅳb 口縁4

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

９

９

９

９

７

７

７

７

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｖ

？

］

イ

ー

ハ

０

ワ

２

１

２

２

Ｃ

ａ

、

ｄ

ｄ

図m-28-lO 焼十卜LF 深鉢219 Ⅳb 胴３ 1 沈線が残存。沈線の周辺のみ､ ミガキ。LR横回転斜行縄文。内面はミガ

キ．器面は燈褐色、内面は暗茶褐色を呈す。小礫、角閃石を含む。焼

成は中程度。
E b79 I

1，

1‘

図Ⅲ-28-11 LF 、 Ib4 深鉢224 '二I縁 口唇はやや丸みを持った角形。真っ直ぐに立ち上がる。LR撚糸文。内

面は粗いミガキ。器面は燈褐色、内面は暗茶褐色～黄灰褐色を呈す。

長石、石英、角閃石を含む。焼成は中程度。図Ⅲ-28-12と同一個体。
B Ⅲ70 1ha

LF図Ⅲ28-12 深鉢224 、 ７ Ib4 胴
？
】 LR撚糸文。内面は粗いミガキ。器面は燈褐色、内面は暗茶褐色～黄灰

褐色を呈す。長石、石英、角閃石を含む。焼成は中程度。図Ⅲ28 11

と同一個体。
表

Ｂ

Ｂ

Ｂ

採

69

70

70

１２

４

４

３

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

１

３

１

ａ

勺

ｑ

ｄ

図Ⅲ-29-1 LF 焼土中226 深鉢Ⅳb 底1 1 平底。 ミガキにより無文。内面はミガキ。炭化物が付着する。器面は

暗黄褐色、内面は黒褐色を呈す。長石、石英、角閃石を含む。焼成は

中程度。

口唇は少し丸みを帯びる角形。少し内傾する。 口唇上に指の大きさの

刻み目がある。RL斜回転、繩文が縦走する。内面は粗いミガキ。器面

は黄褐色を呈す。小礫、長石を含む。焼成は中程度。

口唇上に2つの穴を持つ突起。LRの圧痕。RL斜回転縄文が縦走する。
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Ⅲ遺構とその遺物
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Ⅳ包含層の遺物

l.概要

包含層の土器は、現場での分類は昨年度報告の北埋調報105集キウス7(3) との継続性を持たせる

ため､当センター2部2課の鎌田望と、キウス5BC地区の現場の内業を行っていた中田裕香に協力をあお

いだ。また、現場期間中の札幌での土器の整理作業、及びl1月からの冬期間の整理作業を同じく鎌田

が担当し、土器の接合、復元、拓本の抽出、拓本の図版の作成までは鎌田により行われた。復元個体

の図版、土器の分布図、掲載土器一覧、事実記載の文章の作成は、倉橋が行ない、土器全体の最終的

な統括、チェックは倉橋が行った。

これまでのキウス7の調査でほとんど検出されていなかった縄文時代早期I群b4類、 またⅦ群の

北大Ⅲ式、または十勝茂寄I式、擦文文化期後期に属する土器が遺構に伴わず、包含層から出土した。

74点出土したB-70周辺では羽状縄文を構成する土器が多数出土しており、その部分はTa-cのⅣ層が

ほとんど検出されておらず､昨年までの調査で、Ⅵ群b類の続縄文時代の赤穴式が出土していたことか

ら、 これらの土器のまとまりもその時期のものかと考えていたが、整理作業における接合作業で器形

がポウル形を呈し、縄文時代早期後葉のI群b4類の東釧路Ⅳ式の特徴を確認したため、その時期のも

のとした。

Ⅶ群の北大Ⅲ式、 または十勝茂寄I式とした土器については、現場にて大沼氏に遺物を実見してい

ただき、 口頭でご教示↓､ただいたものである。

十勝茂寄I式の名称は、鈴木編(1996)所収の大沼忠春氏論文により十勝茂寄式をI～Ⅳ期に細分

されたものによる。大沼氏はI～Ⅳ期の年代を6世紀後葉から7世紀中葉頃までと考えられている。

北大Ⅲ式の所属の年代、時期については、続縄文時代、擦文文化期の論があるが、 ここでは大沼氏

(1989)等の論に倣い、Ⅶ群の擦文文化期とした。

包含層の石器は、器種は昨年調査したキウス7遣跡（3）とほぼ同様である。新たに検出された器

種は石錘で、長軸、短軸ともに打ち欠く、縄文時代前期に特徴的な形態をしているが、キウス7遺跡

の出土土器にはそれに対応する時期の土器の出土はない。キウス川の対岸のキウス5遺跡のB地区か

らは当該期の遺構、遺物が多量に出土している。

黒曜石の棒状原石は、今年度調査、昨年度調査ともに出土している。千歳市ママチ遺跡など他の遣

跡の例からは土擴などの遺構から検出されるものが多いようであるが、両年とも包含層からの出土で

あった。

図Ⅳ-27-5に掲載したE77cのV層から出土した異形石器は、周辺から土器が出土していなかったが、

オロシガネ状土製品が出土していることから縄文後期中葉Ⅳ群b類の時期のものと考えられる。

報告書に先だって北海道新聞に連載されている夕刊コラム『北の発掘最前線(102)｣ 96． 7 ．26付

において吉田裕吏洋が公表している。

『北の発掘最前線』では、三日月形石器のイメージを継承したものであるとされているが、あの形

自体にモチーフがあり、意図的に左右対称形で、黒曜石の通称花十勝と呼ばれる赤い部分の多い石を

選び、剥片石器の製作技術の全てをそこに生かしきっている。なにより押圧剥離と思われる技法によ

り薄く作り出されている点を強調しておきたい。同時期の異形石器は小樽市忍路土場遺跡などでも出

土しているが、同じような形態を持ったものは見つけられていない。

図Ⅳ-27-6のB-64-aV層出土の玉は、 ヒスイ製である。包含層から出土したものはその1点で、他に

LF-236から2点（図Ⅲ-31-3, 4)、LF-240から1点（図Ⅲ-31-6)出土している。LFから出土した玉はす
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Ⅳ包含層の遺物

鋼
"

謝欝l ｡"~ 1

衿『

3 李一

4
５

1 1

熱~霧ノ，鱗
7

ノ

8

９

〃
フー｝

夕
肖
吟
ｈ
Ｊ
Ｎ
、

12 1 1

1413

患露蜜瀦 ~…………臺房＝巽去』

z急些j毎易＝諄喜雪守が偽

瀞〃 零
趣堂‘ ，､~琴試李

15 17 18『~

16

図Ⅳ－7 包含層出土の土器(7)
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Ⅳ包含層と遺物
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図Ⅳ－16包含層出土の土製品

／ラン岩製で、形態もヒスイ製のものとは異なる。べてカンラン岩製で、形態もヒスイ製のものとは異なる。

ヒスイ製の玉については、京都大学原子炉研究所藁科哲男氏に分析を依頼中である。 （倉橋）

参考文献 大沼忠春1989「北海道の文化」金子裕之編「古代史復元9古代の都と村』所収

大沼忠春1996「北海道の古代社会と文化一七～九世紀」鈴木靖民編「古代蝦夷の世界と交流・古代

王権と交流l」所収

2土器・土製品等

土器

包含層から出土した土器は28744点で、V群c類が11825点と多く、Ⅳ群b類9919点、Ⅳ群c類2874点の

順となる。掲載した土器は、復元個体33個、拓本116点、土製品は5点である。土器の個別の文様等は

表Ⅳ-1～9までに記載してある。

縄文時代早期のI群b類～縄文時代晩期のV群c類の一部までは､本来Ta-cのⅣ層より下位から検出

されなければならないが、多くの遺物がⅢ層からも検出している。原因は風倒木等による自然による

攪乱が大きい。風倒木等のあるグリツト以外はⅣ層はほとんど攪乱を受けていない。そのため、 どれ

くらいの遺物が攪乱によりもともと包含されていた位置から動かされているかを表わすため、点数の

多い群について分布図は敢てⅢ層、V層を分けて作成した。

I群b類土器（図Ⅳ-7-1～9 図Ⅳ17表Ⅳ4）

包含層出土のI群b類土器は500点出土し、拓本9点を掲載した。現場での調査の印象ではほとんど出

土していないように感じられていたため、 500点の出土は意外な感がある。
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１
３

1

m･v層

分布はYo～Eライン、 67～82ラインの中に収まり、B70区74点、A73区50点、B77区108点、B78区69

点、C77区36点、C78区63点にまとまった出土が見られた。

図Ⅳ-7-1～6まではI群b2類、図Ⅳ-77～9はI群b4類とした。 I群b－2類はコッタロ式、 I群b－

4類は東釧路Ⅳ式に相当する。

Ⅲ群b類土器（図Ⅳ-1-1,図Ⅳ-7-10～15 図Ⅳ-18表Ⅳ-1表Ⅳ-4)

包含層出土のⅢ群b類土器は399点出土し、復元個体l個体、拓本6点を掲載した。

図Ⅳ-1-1はA65aV層2点、A65cV層12点、B65dV層1点の計15点が接合した。

拓本の中では図Ⅳ-7-10がA67cⅢ層1点、B70aⅢ層1点が接合し、 3グリット、約15m離れたものが接

合している。

Ⅳ群a類土器（図Ⅳ-7-16表Ⅳ-4)

包含層出土のⅣ群a類土器は79点出土し、拓本1点を掲載した。

分布はZo70区V層1点、A78区V層10点、C76区V層1点、D76区V層3点、D77区Ⅲ層20点、D77区V

層4点、E78区V層39点で、D77区、E78区で多く出土した。

掲載した1点は図Ⅳ7-16で余市式に相当する。

Ⅳ群b類土器(図Ⅳ-1-2～6、図Ⅳ-2-1～6，図Ⅳ-4-1,図Ⅳ-7-17, 18,図Ⅳ-8-1～8、図Ⅳ-9-1～12，

図Ⅳ-10-1～14 図Ⅳ-18表Ⅳ-1， 2表Ⅳ-4～6)

包含層出土のⅣ群b類土器は9919点出土し、復元個体12個体、拓本34点を掲載した。掲載するにあた

り、時期の古いものから新しいものへという流れにしようと考えていたが、スペース等の点から前後

するものができてしまった。文中で説明を補足したい。

復元個体の図Ⅳ-12、拓本の図Ⅳ-7-17, 18は、今回の調査のⅣ群b類の中で一番古弔で、 ウサクマ

イC式、 もしくは船泊上層式の時期に相当する。

復元個体の図Ⅳ-1-3, 4,図Ⅳ-2-1, 2と、拓本の図Ⅳ-9-3～8，図Ⅳ-10-13は、横沈線を縦の沈線、

S字状、 または．Cの沈線で区画するもので、手稲式である。当時期の土器を層位的に編年すること

のできた北埋調報53集小樽市忍路士場遣跡のⅢ期、Ⅳ期に相当する。

図Ⅳ-910～12,図Ⅳ-10-4， 5， 8， 9は、刻承目を持つもの。糀澗式に相当する。

図Ⅳ-4-1は糀澗式の一番新しい時期のもの。 これで突瘤文があれば堂林式、 もしくはエリモB式と

されるものであろう。
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Ⅳ包含層と遺物

Ⅳ群c類土器（図Ⅳ-3-1～3，図Ⅳ-11-1～11 図Ⅳ-19表Ⅳ-6， 7)

包含層出土のⅣ群c類土器は2874点出土し、復元個体3個体、拓本11点を掲載した。

分布はYo～Gライン、63～85まで今年度調査区内に広範囲に見られた｡本来Ⅳ群c類はV層に包含さ

れるべきものであるが､Ta-cのⅣ層より上位の包含層Ⅲ層からも多く出土しており、V層から1522点、

Ⅲ層から1339点と均衡している。昨年度の調査でも同様の傾向が見られており、キウス7遺跡の特徴と

言える

A75区Ⅲ層237点、D80区VIS169点、D77区V層150点、E81区V層150点、D81区145点、D77区Ⅲ層

126点、A68区Ⅲ層111点は、 lグリットから100点以上出土した。

V群a類土器（図Ⅳ-4-6,図Ⅳ-12-1～10)･V群b類土器（図Ⅳ-12-11 図Ⅳ-19表Ⅳ-3， 7)

包含層出土のV群a類土器は100点出土し、復元個体l個体、拓本10点を掲載した。包含層出土のV群

b類土器は50点出土し、拓本1点を掲載した。

分布はV群a類土器がZo～Bライン62～65ラインとA75区、B76区から出土している。

復元個体の図Ⅳ4-5, 6、拓本の図Ⅳ-12-9, 10は爪形文が施されるもの。

図Ⅳ-12-11は頸部に突起を持ち、貼付帯に刻み目を持つ。

V群c類土器(図Ⅳ-4-4, 5,図Ⅳ-5-3, 5 図Ⅳ6-1～3，図Ⅳ-13-1～16,図Ⅳ-14-1～11，図Ⅳ-15

-1～4 図Ⅳ20) ･Ⅵ群a類土器（図Ⅳ-5-1， 2， 4， 6 図Ⅳ-20表Ⅳ-3， 7～9)

包含層出土のV群c類土器は11825点出土し、拓本12点を、包含層出土のⅥ群a類土器は140点出土し、

復元個体4個体を掲載した。V群c類土器～Ⅵ群a類土器は縄文時代晩期から続縄文時代初頭にわたる

土器群であるが、多くの点が共通し、区分しがたい。北海道教育委員会文化課主査大沼忠春氏に、現

場にて口頭で以下の3点についてご教示受けた。 1，V群c類は口唇が真っ直ぐ立ち上がるのに対して、

Ⅵ群a類は外反する。 2，V群c類は丸底であるのに対して、Ⅵ群a類は平底、 さらに上げ底風になる。

3，V群c類は地文の縄文が比較的細かめ、Ⅵ群a類は比較的粗めである。

その観点から口縁部、底部において、若干の遺物に対して分類が可能であったが、胴部破片等では、

完全に分類することは難しかった。そのため観察によりV群c類、Ⅵ群a類と分類が不可能であったほ

とんどのものはV群c類として報告している。

V群c類はタンネトウL式、Ⅵ群a類は大狩部式にほぼ相当する。

図Ⅳ-5-1は、底部の形態から、図Ⅳ5-6は口唇の形と、底部の形態からⅥ群a類とした。

これらの土器群は、千歳市ママチ遺跡等の同時期の遺跡との比較が必要かと考えるが今回は検討す

る時間が少なく、事実の確認に留まっている。

図Ⅳ-15-6は恵山式のもの。拓本にはその1点を抽出した。LF-240から出土した図Ⅲ-27-3はl個体に

復元された。Ⅵ群a類の中でも恵山式は少ない。

Ⅵ群b類土器（図Ⅳ-20）

包含層出土のⅥ群b類土器は64点が出土した。Ⅵ群b類として報告した天王山・赤穴式の遺物は今年

度はまとまった状態でほとんど出土していない。

Ⅵ群c類土器（図Ⅳ-15-5～10図Ⅳ-21表Ⅳ-9)
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Ⅳ包含層と遺物

包含層出土のⅥ群c類土器は553点出土し、拓本6点を掲載した。掲載したものはすべて後北C2D式で

ある。

Ⅵ群d類土器（図Ⅳ-15-11～12 図Ⅳ-21表Ⅳ-9)

包含層出土のⅥ群d類土器は8点出土し、拓本2点を掲載した。掲載したものはすべて北大I式であ

る。

Ⅶ群土器（図Ⅳ-65, 6,図Ⅳ-15-13, 14表Ⅳ-9)

包含層出土のⅦ群土器は141点出土し、復元個体2個体、拓本2点を掲載した。大沼氏の現場での口

頭によるご教示によると、復元個体の図Ⅳ-6-5、拓本の図Ⅳ-15-13, 14はともに十勝茂寄I式に相当

するとのことである。類例は『苫小牧市史j上巻1975p.278に掲載されている厚賀町（現門別町）賀張

遺跡出土の土器に近いとのことであった。

図Ⅳ-6-6は、擦文文化期の後期の土器と考える。擦文文化期の時期区別は前述大沼（1989）の前・

中・後の3時期区分によった。

土製品等（図Ⅳ-16表Ⅳ-9）

図Ⅳ-16-1～3は、オロシガネ状土製品。 lは表面が沈線による区画内に竹管状工具による刺突。裏面

は丁寧に磨かれている。2はRL縄文と沈線が施されている。裏面は丁寧なナデ。 3は沈線のみ｡裏面は

ナデ。 4は2つに分かれた突起を持つ。上部は欠損。全面にナデ。 5は焼成粘土塊。

3．石器・石製品等

石鍼(I群A類) [図Ⅳ-22-1～40,図Ⅳ-28,表Ⅳ-11、図版Ⅳ-19]

Ⅲ層から79点、V層から102点、計182点が出土している。 このうち40点を図示した。

分布はⅢ層､V層ともに調査区全域にむらなく出土する｡lグリットから10点を越えるところはない。

Ⅲ層ではA68区5点、A74区6点、A75区6点、C75区6点が、V層ではA67区7点、B76区6点、B78区6点が

比較的多く出土しているグリットである。

図Ⅳ-22-1～図Ⅳ-22-18はⅢ層出土。石質は1は片岩。その他はすべて黒曜石である。図Ⅳ-22-1

は平基。図Ⅳ-22-2～5は凹基。図Ⅳ-22-6～8は木の葉形のもの。図Ⅳ-22-11～12は菱形のもの。図Ⅳ

-22-13～18は有茎鍍。図Ⅳ-22-19～40はV層出土。石質は27がメノウ質頁岩で、それ以外が黒曜石で

ある。図Ⅳ-22-19, 20は長身のもの。図Ⅳ-22-21～23は凹基。図Ⅳ-22-24は薄身で柳葉形となるもの。

図Ⅳ-22-25～28は菱形のもの。図Ⅳ-22-29～40は有茎鍍。

石槍または両面加工のナイフ( I群B類) [図Ⅳ-22-41～44,図Ⅳ-28,表Ⅳ-11、図版Ⅳ19]

5点が出土している。 5点全てを図示した。

分布はまとまりがなく、点々と出土している。

図Ⅳ-22-41, 42は石槍。V層出土。石質はともに黒曜石。図Ⅳ-22-43～45は両面加工のナイフ。V

層出土。石質は43, 45が頁岩、 44は黒曜石。

図Ⅳ-22-45は、長さ13.4cm、幅5.3cmの大型のもので、写真図版I-6のように単独で包含層から出

土した。
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石錐（Ⅱ群A類） ［図Ⅳ-22-45～50,図Ⅳ-29,表Ⅳ-11、図版Ⅳ19]

Ⅲ層4点、 V層3点、計7点が出土している。 このうち5点を図示した。

分布はまとまりがなく、点々と出土している。

図Ⅳ22-46～47はⅢ層出土。石質はともに頁岩。図Ⅳ-22-48～50はV層出土。石質は図Ⅳ-22-48,

50が黒曜石。 49が頁岩。

つまみ付きナイフ（Ⅲ群A類） ［図Ⅳ-23-1～10、図Ⅳ-29、表Ⅳ-11， 12 図版Ⅳ-20]

Ⅲ層4点、V層7点、計11点が出土している。 このうち10点を図示した。

分布は、Ⅲ層はまとまりがなく、V層は77～81ラインにかけて1～2点が出土する。

図Ⅳ23-1～4はⅢ層出土。石質は1， 3が黒曜石、 2が頁岩。4がメノウ質頁岩。図Ⅳ-23-1は表面が全

面加工、裏面が周縁加工されているもの。図Ⅳ23-2は表面が全面加工のもの。図Ⅳ-23-3, 4は両面加

工されたもの。図Ⅳ-23-5～10はV層出土。 5～8が頁岩。 9， 10が黒曜石。

図Ⅳ-23葦4は、つまみ部を粗く作り出し、刃部も不整いである。図Ⅳ-23-8は、上下が欠損。つまみ

部、 もしくは錐が作出したものと思われる。図Ⅳ-239はフレイクにつま承部と、表面左側に刃部を作

り出す。調整等は簡略化されているが、計画的に作成されたものと考え、つまみ付きナイフに分類し

た。

図Ⅳ-23-10は、つまみ部が錐状に作り出されており、錐として使われていた可能性がある。

スクレイパー（Ⅲ群B類） ［図Ⅳ-23-11～24･図Ⅳ24-1～15，図Ⅳ-30,表Ⅳ-12 図版Ⅳ-20]

Ⅲ層57点、V層66点、計123点が出土している。 このうち40点を図示した。

分布はⅢ層は、①Zo64～66,A65付近、②Yo～Bライン、 68～72ライン、③A～Eライン、 73～78ラ

イン、④A～Fライン、 80～84ライン、 V層はほぼ全域に出土し、 Zo-68区13点、B-78区1点がlグリッ

トから10点以上出土した。

図Ⅳ-23-11～24はⅢ層出土。石質は、 18， 22， 24が頁岩で、その他が黒曜石である。図Ⅳ-23-11～16

は円形のもの。図Ⅳ23-17, 19は側縁に刃部をもつ。図Ⅳ-23-18は表面を全面調整し、下端部に刃部

をもつ。図Ⅳ-23-20, 21は素材の形状を変えず、 フレイクに刃部を設けたもの。図Ⅳ-23-22は両面調

整のもの。図Ⅳ-2323, 24は横長の形態になるもの。図Ⅳ-24-1～15はV層出土のもの。図Ⅳ24-1,

2は円形のもの。内腕する刃部が作り出されている。図Ⅳ-24-3～8は側縁に刃部をもつ。図Ⅳ-24-9,

10は尖頭部を持つもの。図Ⅳ-24-11は表面に原石面を残す。裏面は全面加工。図Ⅳ-24-12, 13は両面

調整のもの。図Ⅳ24-14, 15は素材の形状を変えず、 フレイクに刃部を設けたもの。

図Ⅳ23-11～16は主に表面下方に刃部を作出している。 11， 13のように刃部が円形に調整されてい

るものと、 14， 16のように円形を基準に刃部が外椀するものの2種類が見られた。

図Ⅳ-23-17～21は、刃部が表面側面に作り出されているもの。 17， 18は表面両側面に刃部を持ち、

裏面の上部､下部の一部を調整しているもの。19～21はフレイクの表面左側面に刃部を作り出すもの。

図Ⅳ23-23, 24は、横幅のあるフレイク素材の、幅のある面（表面上部、下部）に刃部を作り出す

もの。

模形石器（Ⅲ群C類） ［図Ⅳ-24-16～17,図Ⅳ30,表Ⅳ-12、図版Ⅳ-20］

8点が出土している。 このうち2点を図示した。
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分布は、Ⅲ層①A64区1点、A67区1点、②Zo～Dライン、 74～77ライン、③C84区1点、F82区2点、 と

散漫ながら3つのまとまりがある。V層は①B63区1点、Zo67区2点、②B78区1点、C77区1点、C78区

1点、③D～Fライン、 80～84ラインの3つのまとまりがある。

図Ⅳ-24-16はⅢ層出土。図Ⅳ-24-17はV層出士。

棒状原石［図Ⅳ-24-19,表Ⅳ 12 図版Ⅳ-20]

3点が出土している。このうち1点を図示した。分布はB79区V層1点、C78区V層1点、C79区V層1点

と、包含層の出土ながら集中して出土している。図示したものはC79区V層出土。

石斧（Ⅳ群A類） ［図Ⅳ-25-1～5，図Ⅳ-30,表Ⅳ-12、図版Ⅳ-21]

Ⅲ層30点、V層41点、計71点が出土している。 このうち5点を図示した。図Ⅳ-251はⅣ層出土。図

Ⅳ-25-2～5はV層出土。図Ⅳ-25-1は刃部が一部欠損。敲打による調整の後、全面に磨製されている。

石質は片岩。図Ⅳ-25-2は擦切技法により作成されている。全面に磨製されている。石質は蛇紋岩。図

Ⅳ-25-3は擦切技法により作成された可能性がある。全面に磨製されている。石質は泥岩。図Ⅳ-25-4

は刃部のみ磨製され、その他の部分は敲打により調整されている。石質は泥岩。図Ⅳ-25-5は刃部付近

のみ磨製されている。

たたき石(V群A類) [図Ⅳ-25-6～8，図Ⅳ-26-1～4，図Ⅳ-31,表Ⅳ-12 図版Ⅳ-21]

Ⅲ層21点、VE26点、表採1点、計48点が出土している。 このうち7点を図示した。図Ⅳ-25-6～8は

Ⅲ層出土。図Ⅳ-25-6は上下に敲打痕がある。石質は砂岩。図Ⅳ-25-7は中央に敲打痕がある。石質は

閃緑岩。図Ⅳ25-8は2対の凹みが2組ある。石質は珪岩である。図Ⅳ-26-1～4はV層出土。図Ⅳ-26

-1は砥石が破損品を転用したもの。石質は砂岩。図Ⅳ-262は下に敲打痕がある。石質は珪岩。図Ⅳ-

26-3～4は2対の凹みがある、凹み石である。石質は砂岩。

すり石（Ⅵ群A類） ［図Ⅳ-26-5～9，図Ⅳ-32,表Ⅳ-12、図版Ⅳ-22］

Ⅲ層21点、VE24点、計45点が出土している。 このうち5点を図示した。図Ⅳ-26-5, 6はⅢ層出土。

図Ⅳ-26-5は敲打によりすり面を調整している。石質は砂岩。図Ⅳ-267～9はV層出土。図Ⅳ-26-7は

ほぼ全面にすり面がある。石質は閃緑岩。図Ⅳ-26-9は上下にすり面がある。石質は片麻岩。

台石・石皿（Ⅶ群A類） ［図Ⅳ-32］

台石30点、石皿27点が出土している。破片が多く、完形で出土したものは少ない。包含層出土のも

のは図示していない。

砥石（Ⅷ群B類） ［図Ⅳ-27-1, 2,図Ⅳ-33,表Ⅳ 12、図版Ⅳ-22］

Ⅲ層23点、V層7点、計23点が出土している。 このうち2点を図示した。

分布はⅢ層では①A65区、A68区、②A～Cライン、 75～80ライン、V層では①B75･76,②B78区、

B79区、C79区のまとまりが見られた。

図Ⅳ-27-1はⅢ層出土。いわゆる四面砥石である。石質は砂岩である。図Ⅳ-27-2はV層出土。手持

ちの砥石と考えられる。石質は砂岩である。
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石錘（Ⅸ群A類） ［図Ⅳ-27-3, 4,表Ⅳ-12、図版Ⅳ-22］

2点が出土している。2点とも図示した。図Ⅳ-27-3はⅢ層出土。中央部がわずかに凹んでいる。石質

は片岩。図図Ⅳ-27-4は長軸、短軸ともに打ち欠かれている。石質は安山岩。

異形石器［図Ⅳ-24-18,図Ⅳ-27-5、表Ⅳ-12、図版Ⅳ-20, 23）

9点が出土している。このうち2点を図示した。ともにV層出土。図Ⅳ-27-5は周辺よりオロシガネ状

士製品が出土していたので、縄文時代後期中葉のものと考える。いわゆる花十勝の赤い色の部分が多

くなるよう意図的に作られている（口絵カラー参照)。左右対象形を意図していたと思われるので、左

側の欠損部分にも石鍍様のものがあったと考える。

石製品［図Ⅳ-27-5、表Ⅳ－12、図版Ⅳ-23]

8点が出土している。このうち1点を図示した。図Ⅳ-27-5がV層出土。図の表面から裏面にかけて穿

孔している。石質はヒスイ。 この資料は京都大学原子炉研究所の藁科哲男氏に原産地分析の依頼を行

(倉橋）っている。
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Ⅳ包含層の遺物

表Ⅳ－1 包含層掲載土器一覧(1)
■■■■■■■■

遺物

番号
調 査 区 層位 点数図番号

図Ⅳ－1－1

分類 器形 部位 文 様 等

口径19.6cm･器高18.0cm･口唇は丸みを帯びる｡少し外反する。
地文LR横回転斜行縄文。 口唇内面から4cm程にLR横回転斜行
縄文。その下はナデ。底部は欠損。器面は暗黄褐色を呈す。

口径35.0cm･器高25.8cm･底径6.6cm・口唇は少し丸みを持つ。
4つの山形の突起を持つ｡口縁部にくびれを持つ器形｡地文LR
横回転斜行縄文。一部に磨消。胴部に沈線で文様を区画。底部
は平底でわずかに上げ底。

'.]径21.3cm･器高22.3cm・口唇は丸みを帯びる。 5つの緩やか
な高まりを持つ波状口縁。補修孔がl対残る。 5条の横沈線を
3本にまたがり縦の沈線が区切る。RL横回転斜行縄文。底部は
欠損。

口径24.9cm・器高20.3cm・口唇は丸み､を帯びる角形。平縁。真
っ直ぐ立ち上がる。補修孔が1個残る。文様帯の上部のみ横ミ
ガキ､磨消｡7条の横沈線。 3本にまたがるつCの沈線で区画。
地文LR横回転斜行縄文｡一部に斜回転縦走気味の部分がある。
内面はへう状工具による横ミガキ｡部分的に炭化物が付着する。
底部は欠損。器面は燈褐色を呈す。
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Ａ
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Ｖ
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０
２
１
~

ａ

Ｃ

Ｃ

勺

。

喝
２
５

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

深鉢 口縁～底Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
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ａ

口径13.5cm・器高15.0cm・底径6.3cm･角形。多少内傾する。
緩やかな波状の口縁。 口唇から下2cm程はミガキ。 1条の横沈
線。地文RL横回転斜行縄文。部分的に斜回転。縄文が縦走気味
のところがある。胴半部～底部にかけてはミガキ、無文。底部
は欠損。内面はへう状工具による調整。

口径7.6cm・器高14.7cm･底径4.0cm・ 口唇に縦の刻み目が入
り、少し丸みを帯びる。頚部までは横ミガキ。頚部に横沈線の
間に縦の刻みが入る。LRとRL横回転斜行縄文で羽状縄文を構
成する。

口径19.0cm・器高17.5cm・底径6.2cm･口唇は丸みを持つ。緩
やかな4つの山形の突起を持つ｡地文LR横回転斜行縄文｡一部

に磨消。 6条の横沈線を2本またぐように．C状の縦の沈線で
文様を区画｡~胴下半部は横ミガキ。底部は平底。わずかに中央
部が上げ底気味。内面はミガキ。器面は暗黄褐色～灰褐色、内
面は茶褐色～暗茶褐色を呈す。

口径35.5cm・器高(13.5)cmo 口唇は角形。 口唇から2cm程は
横ミガキ､無文｡地文LR横回転斜行縄文。9条の横沈線を2本ま
たぐ･ように。C状の縦の沈線で区画｡底部付近に磨消。 ミガキ。
底部は欠損。器面は橿褐色～黒褐色、内面は暗茶褐色を呈す。
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横回転斜行縄文。胴下半部はミガキ。底部は平底。内面は粗く
ミガキ。

口径13.5cm･地文LR横回転斜行縄文。5条の横沈線を2本また
ぐ-ようにつC状の縦の沈線で区画。横沈線を全て縦の直線で区
画。その中に管状の刺突具による施文。内面はミガキ。底部は
平底。器面は榿褐色～黒褐色、内面は暗茶褐色を呈す。
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包含層掲載土器一覧(2)表Ⅳ－2
■■■■■■■■■■■■■■■

図番号

図Ⅳ-2-6

遺物

番号
文 様 等点数 器形 部位調 査 区 層位 分類

底径13.5cm･地文LR横回転斜行縄文｡一部に斜回転、縄文が縦
走気味の部分がある。内面はナデ。底部は平底。器面は黄褐色
～黄灰色、内面は黄褐色～暗茶褐色。
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口唇は角形。 2ケ所の小突起が4ケ所あり、その間に1つの突
起が埋める。刻み目の下に沈線の区画が2条巡り、内面から外
面への突瘤文が施される｡頚部は少しくびれる｡地文はLRとRL
横|可転斜行縄文。部分的に羽状縄文を構成。頚部付近はミカ’キ
による無文帯。底部は欠損。
器面は黄褐色～暗茶褐色、内面は黄褐色～茶褐色。
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口径39.5cm・器高41.5cm･口唇は切り出しナイフ形。少し内傾
する。 口縁部～胴部までは少しくびれる。内側から外側への突
瘤文。地文LRとRL横回転斜行縄文。部分的に羽状縄文を構成。
底部は平底。内面はへう状工具による調整。器面は赤褐色を呈
す。
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口径34.0cm･器高19.2cm･口唇は切り出しナイフ形｡真っ直ぐ・
立ち上がる。口唇内面にもLR横回転斜行縄文。 5条の横沈線。
内側から外側への突瘤文｡地文LRとRL横回転斜行縄文｡部分的
に羽状縄文を構成。内面はミガキ。底部は欠損。器面は黄褐色
～黄灰色。角閃石を含む。
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Ⅳ包含層の遺物

表Ⅳ－3
1■■■■■■■■■■■■■

図番号

図Ⅳ-4-1

包含層掲載土器一覧(3)
遺物

番号
調 査 区 層位 点数 分類 器形 部位 文 様 等

口径27.3cm・器高14.0cm・底径8.7cm･ 口唇は丸みを帯びる。
内傾する。口唇外面には縦の刻みと沈線｡地文LR+RL横回転斜
行縄文｡部分的に羽状縄文を構成｡孤状の沈線で文様帯を区画。
底部は欠損。器面は黄褐色～黄灰色、内面は黄褐色を呈す。
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Ｃ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

ｄ

ａ

○

ｄ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

、

ｄ

Ｃ

１

Ｄ

ａ

ｂ

Ｃ

１

ｄ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

乃
刈
柘
巧
拓
乃
柘
柘
沼
氾
刎
お
お
巧
打
万
万
万
沌
沌
泥
沼
氾
沌
祁
門
沌
門
汚
泥
巧
創
釦
別
氾
明

函
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
不

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Wb l深鉢１
略
９
４
４
９
Ⅲ
５
９
布
８
６
１
喝
加
叩
肥
叩
７
８
Ⅳ
Ｍ
ｍ
７
４
８
５
２
鴫
５
肥
肥
訓

ｌ
ｌ
２
１
２
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１
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
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１
４

口縁～底

図Ⅳ-42 ， ．
弓ハ

イO 、 、２ 1 口縁～底 口径7.6cm・器高3.3cm・底径2.6cm･口唇は丸みを帯びる。地
文はLR横回転斜行縄文。内面はナデ。器面は黄褐色、内面は黄
色～黄灰色。角閃石を多く含む。

口径7.2cm・器高5.1cm・底径3.0cm・口唇は丸承を帯びる。器
面、内面はナデ。器面は黄褐色を呈す。

口径7.2cm･器高3.1cm・底径4.1cm・口唇は先細り。器面、内
面ともにミガキ。器面は燈褐色を呈す。

口径12.3cm・器高7.5cm・底径6.0cm・ 口唇は角形。縦の刻み
目を持つ。爪形文がめく．る。縦に管状工具による刺突文。地文
RL横回転斜行縄文。内面はミガキ｡底部は平底｡底面にもRL横
回転斜行縄文。器面は黄褐色～黒褐色を呈す。

口径(17.0)cmo器高9.8cm･底径7.0cm･ 口唇は丸み､を持ち、
少し先細り。わずかに内傾する。縦の爪形文が2条巡る。地文
LR横回転斜行縄文。胴部中段に2条の縦の爪形文が巡る。上げ
底。底面外側にへう状工具による沈線。器面は暗褐色、内面は
榿褐色を呈す。

器高33.0cm･底径8.3cm・地文RL斜回転。縄文が縦走気味。内
面はナデ。底部は上げ底。
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口縁～胴 口径25.3cm・器高13.2cm・口唇は丸承を帯びる。口唇上に半裁
竹管状の工具による刺突文有。補修孔が1つ残る。地文RL斜回
転、縄文が縦走気味。内面はナデ。器面は黄褐色～黒褐色、内
面は黄褐色を呈す。
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図Ⅳ-5-3 Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ

５
５
５
５
５
６
５

７
７
７
７
７
７
７

比
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ａ
ｄ

Ｍ
６
Ｍ
３
９
１
５

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

調
昭
１
２
１
１
１

Vc 深鉢 口縁～胴 口径30口径30.4cm･器高27.5cm・ 口唇は角形。平縁で、 口唇上にRL
の圧痕がある。地文RL斜回転、縄文が縦走気味。内面はナデ。
底部は欠損。
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Ⅳ包含層の遺物

表Ⅳ－4 包含層掲載土器一覧(4)
遺物

番号
図番号

図Ⅳ-5-4

調 査 区 層位 点数 器形分類 部位 文 様 等

口径22.8cm。器高20.2cm・口唇は角形。口唇上に指頭の圧痕に
よる小さな刻み目が全体に巡る。補修孔がl対残る。地文RL斜
回転、縄文が縦走気味。内面はへう調整。底部は欠損。器面は
黄褐色～黒褐色。
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Vc 口径22.0cm・器高23.0cm・ 口唇は丸みを帯びている。地文RL
斜回転、縄文が縦走気味。内面はナデ。底部は欠損。器面は赤
褐色～黒褐色、内面は燈褐色～黒褐色を呈す。

口径10.7cm・器高9.8cm・底径6.0cm・ 口唇は丸みを帯びる。
外反する。地文RL斜回転、縄文が縦走気味。内面はナデ。全面
に炭化物が付着する。底部は平底。底面にLRの縄文。底面に炭

化物が付着。器面は暗榿褐色～暗茶褐色を呈す。
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図Ⅳ 6-1 括
65
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深鉢 口縁～胴 口径33.0cm。器高31.5cm･口唇は角形。わずかに内傾する。 5
条の横沈線を縦の沈線で区画。その下に錘歯状の沈線が施され

る｡地文RL斜回転､縄文が縦走気味｡内面はナデ｡底部は欠損。
器面は燈褐色～灰褐色、内面は黄灰色～黒褐色を呈す。

口径12.7cm･器高7.6cm・底径4.5cm･ 口唇は丸みを帯びる。
真っ直ぐ立ち上がる。地文LR斜回転、縄文が縦走気味。内面は
ナデ。器面は黄褐色～茶褐色を呈す。

口径28.2cm。器高13.8cm･底径9.1cm･ 口唇は角形。真っ直ぐ・
立ち上がる。口唇上に縦の刻み目。その内側にRL縄線文。地文
RL横回転斜行縄文。内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。
底部は平底。RLの縄文が施される。器面は榿褐色～黄灰色、内
面は榿褐色～茶褐色を呈す。
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Ⅲ
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銅

鉢 口径9.3cm・器高9.8cm・底径7.0cm・口唇は丸みを帯びる。真
っ直ぐ’に立ち上がる｡細い貼付帯に縦の刻み､目が施されている。
地文RL斜回転、帯縄文が縦走気味。その間に小さめの三角形の
列点文が施される。部分的にタール状の付着物がある。
内面はミカ．キ。底部は少し張り出し、上げ底気味。器面は茶褐
色～黒褐色。内面は黄褐色～黒褐色を呈す。

口径18.5cm・器高(14.6)cmo 口唇は丸みを持つ角型。少し外
反する。 口縁に外側から内側への円形刺突文。頚部には,､ケ調
整後、 ミガキ。頚部は段状になる。縦位にハケ調整、 ミガキ。
内面は横位にハケ調整後、 ミガキ。底部は欠損◎器面は黄褐色
を呈す。焼成は中程度。角閃石を含む。

口径22.5cm・器高22.8cm・底径7. 1cm･ 口唇は丸みを帯びる。
外反する。口縁の変節点に幅1mm、深さ1mmの横走沈線。その
下に幅1mm、深さ1mmの針葉樹状の文様。ただし、規則的では
ない。胴部はへう調整後、 ミガキ。内面は粗し､ ミガキ。わずか
に炭化物が付着する。器面は上部が黒褐色、下部が赤褐色。底
部は平底。わずかに張り出す。焼成は良好。長石、石英、角閃
石を含む。

口唇は先細り。外反する。 2つが対になった縄端の圧痕文が4
列、器面を横環する。内面はナデ。器面は黄褐色を呈す。角閃
石を含む。焼成は中程度。

貼付帯が横環する。その上にへう状工具による刻み目。その下
にRの側面圧痕。内面はナデ。器面は赤褐色、内面は茶褐色を呈
す。砂を含む。焼成はやや悪。

RLの短縄文。微隆起線文が横環、 2列が残存。内面はナデ。器
面は赤褐色、内面は黄茶色を呈す。砂を含む。焼成は中程度。

貼付帯が1列残存、横環する。その上に刻み､目。その上にRLの
横回転斜行縄文。下にLR横回転斜行縄文。羽状縄文を構成。内

面はナデ。部分的に炭化物が付着する。器面は黄褐色、内面は
暗黄褐色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

上部RLの撚糸文か。 2対3列の縄端の圧痕文が横環する。下段
LRの撚糸文。内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。器面は
燈褐色、内面は黒褐色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中
程度。

口唇は丸みをもつ角形。 2列の縄端の圧痕文。その下にRLの撚
糸文。ほぼ全面に炭化物が付着する。内面はナデ。器面は黒褐
色、内面は暗茶褐色を呈す。焼成は中程度。

LR＋RL撚糸文。羽状縄文を構成。内面はナデ。器面は橋褐色、
内面は暗褐色を呈す。砂礫を含む。焼成は中程度。
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深鉢 胴 LR撚糸文｡羽状縄文を構成。内面はナデ｡器面は榿褐色を呈す。
砂礫を含む。焼成は中程度。

V [b-4４ b76 2，

LR撚糸文。羽状縄文を構成。内面はナデ。器面は榿褐色、内面
は暗茶褐色を呈す。砂礫を含む。焼成は中程度。

突起部分には半裁竹管による刻み､目。LR横回転斜行縄文施文
後、逆三角形の貼付に半裁竹管による刻み目。内面はナデ。器
面は黄褐色を呈す。砂を含む。焼成は中程度。

口縁部には半裁竹管による刻み､目｡LR横回転斜行縄文施文後、
4条の横沈線。内面は丁寧なナデ。器面は黄褐色を呈す。焼成は
中程度。
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Ⅳ包含層の遺物

表Ⅳ－5 包含層掲載土器一覧(5)

蕊点数図番号

園Ⅳ-7-12

調 査 区 層位 分類 器形 部位 文 様 等

LR横回転斜行縄文施文後に、貼付部分に棒状工具による刻み
目。横沈線。内面はナデ。器面は黄褐色を呈す。砂を含む。焼
成は中程度。

LR横回転斜行縄文施文後、貼付。貼付上に棒状工具による刻み、
目。内面はナデ。器面は黄褐色を呈す。砂を含む。焼成は中程
度。

口唇は角形。口唇上にLRの絡条体圧痕｡LR横回転斜行縄文。内
面はナデ。器面は黄褐色を呈す。砂、角閃石を含む。焼成は中
程度。

口唇は角形。口唇上にLRの絡条体圧痕｡LR横l可転斜行縄文。内
面は丁寧なナデ。器面は暗茶褐色を呈す。砂、角閃石を含む。
焼成は中程度。

口唇は角形。RLR横回転斜行縄文。口唇上、貼付部分にもRLR
横回転斜行縄文。内面はナデ。器面は黄褐色～黄灰色、内面は
黄褐色を呈す。砂礫、角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。わずかに外反する。口唇上にLR横回転の圧痕。部
分的に炭化物が付着する｡地文LR横回転斜行縄文｡山形の沈線。
部分的に磨消。内面はナデ。器面は黄褐色～暗茶褐色を呈す。
小礫、角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は丸みを持つ角形｡一部口唇上にLR横回転の圧痕｡LR横回
転斜行縄文施文後、 V状の沈線。内面は丁寧なナデ。器面は黄
褐色、内面は黄灰色を呈す。黒雲母を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。真っ直ぐ･に立ち上がる。頚部は少しくびれる。RL
横回転斜行縄文。横沈線の下はミガキによる無文帯。その下の
横沈線の下はRL横回転斜行縄文。内面はミガキ。器面は黄茶褐
色を呈す。角閃石を多く含む。焼成は中程度。一部の破片に2
次的に焼成を受けたと考えられる劣化が見られた。

口唇は丸みを持った角形。LR横回転斜行縄文。部分的に炭化物
が付着する。内面はミガキ。器面は茶褐色～黒褐色、内面は黄
灰色を呈す。長石、石英、角閃石を含む。焼成は中程度。
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Ⅳb 深鉢 口縁 口唇は角形。RL横回転斜行縄文。内面は丁寧なミカキ。器面は
黄褐色、内面は燈褐色～暗茶褐色を呈す。長石、石英、角閃石
を含む。焼成は中程度。
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図Ⅳ84 F 。 深鉢、 Ⅳb 口縁 口唇は角形。口唇から2cmほどは粗いミガキ、LR横回転斜行縄
文施文後、上下を横沈線で区画。2つの沈線を縦のカーブを持つ
沈線が区画。部分的に磨消。その下がミガキ。内面はナデ。器
面は燈褐色～黒褐色、黄褐色～黄灰色を呈す。石英、角閃石を
含む。焼成は中程度。

口唇は角形。真っ直ぐ立ち上がる。 口唇から2cm程はミガキ。
1条の横沈線。その下にLR横回転斜行縄文。補修孔が1つ残る。
部分的に炭化物が付着する。内面はナデ。器面は暗茶褐色を呈
す。角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は角形｡口唇から1cm程に外から内側への円形の刺突文｡地
文RL横回転斜行縄文。部分的に炭化物が付着する。内面は粗い
ミガキ。器面は暗茶褐色、内面は燈褐色を呈す。角閃石を含む。
焼成は中程度。図Ⅳ-8-7と同一個体。

口唇は角形｡口唇から1cm程に外から内側への円形の刺突文｡地
文RL横回転斜行縄文。部分的に炭化物が付着する。内面はミガ
キ。器面は暗茶褐色、 内面は褐色を呈す。角閃石を含む。焼成
は中程度。図Ⅳ-8-6と同一個体。

口唇は丸みを持った角形｡小さな山形の突起を持つ｡LR＋RL横

回転斜行縄文施文後、横沈線と縦沈線で文様帯を構成。部分的
にミガキ。一部剥離する。内面は粗いミガキ。器面は檀褐色を
呈す。小礫を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。わずかに内傾する。ゆるやかな山形の突起。 口唇
から1cm程はミガキ。1条の横沈線。RL横回転斜行縄文。内面は
ミガキ。器面は黄褐色～黒褐色を呈す。小礫、石英、角閃石を
含む。焼成は良好。

口唇は丸みを帯びる。口唇から2～3cm程はミガキ｡その下にLR
横回転斜行縄文。内面はミガキ。器面は黄褐色、内面は暗褐色
～黒褐色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成はやや良。

口唇は丸みをもつ角形。ゆるやかな波状口縁。小さな山形の突
起。口唇から1cm程はミガキ。LR横回転斜行縄文施文後に、横
沈線。4条が残存｡．Cの縦の区画。部分的に磨消。内面はミガ
キ。器面は黄褐色～黄灰色、内面は茶褐色を呈す。石英、角閃
石を含む。焼成はやや良。

口唇は丸みを帯びる角形。口唇から2cm程はミガキ。幅1.5mm

程の6条の横沈線に．Cの縦の区画。 ミガキによる無文帯｡LR横
回転斜行縄文施文後に横沈線。2条残存。内面はミカ･キ。器面は
黄褐色、内面は茶褐色を呈す。小礫、長石、石英、角閃石を含
む。焼成は中程度。

口唇は丸みを持つ角形｡ゆるやかな波状口縁。口唇から5mm～1
cm程はミガキ。LR横回転斜行縄文施文後、 6条の横沈線｡。C
の縦の区画。その下にミガキによる無文帯。内面は丁寧なミガ
キ。器面は黄灰色、内面は茶褐色～暗茶褐色を呈す。石英、角

閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は丸みを持つ角形。 口唇から1cm～3cm程はミガキによる
無文帯。LR横回転斜行縄文施文後,磨消。 7条の横沈線。3～4本
の。Cの縦区画。その下はミガキによる無文帯。内面は丁寧な
ミ

カ．キ。器面は赤褐色～黄褐色、内面は暗茶褐色を呈す。角閃石
を含む。焼成は中程度。
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Ⅳ包含層の遺物

表Ⅳ－6 包含層掲載土器一覧(6)
遺物

番号
調 査 区 層位 点数 分類 部位図番号

図Ⅳ-9-7

器形 文 様 等

口唇は角形。口唇から2cm程はミガキによる無文帯。LR横回転
斜行縄文施文後に、横沈線。5条が残存。3本の縦の区画が残存。
内面は丁寧なミガキ。器面は黄褐色～暗茶褐色、内面は黄灰色

を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

口唇は角形。 口唇から2cm～3cm程はミガキによる無文帯。LR

横回転斜行縄文施文後、横沈線。 7条が残存する。 3列の亥脾に
よる縦の区画。部分的に磨消。内面はミガキ。部分的に炭化物
が付着する。器面は燈褐色、内面は暗茶褐色を呈す。角閃石を
含む。焼成は中程度。

口唇は角形。頚部まではミガキによる無文帯。頚部に横沈線に
よりわずかに段。LR横回転斜行縄文。内面は丁寧なミガキ。器
面は茶褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

口唇は切り出しナイフ形。ゆるやかな山形の突起。刻み目と沈
線の文様構成が2段｡LR十RL横回転斜行縄文施文後､沈線で区
画。部分的に磨消。その下に沈線に挟まれた縦の刻み。 ミガキ
による無文帯。刻み､目と沈線の文様構成が2段が残存。

内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。器面は黄褐色、内面
は黄灰色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

大きめの丸い突起の部分、貼付の上に縦の刻み。その他の部分
はミガキ。内面にも縦の刻み。他は丁寧なミガキ。器面は茶褐
色、内面は暗茶褐色を呈す。砂礫、石英を含む。焼成は中程度。

口唇は角形｡わずかに内傾する。刻みと沈線の文様が2段｡LR横
回転斜行縄文。内面は丁寧なナデ。器面は燈褐色、内面は黄褐
色～燈褐色を呈す。小礫、角閃石を含む。焼成は中程度。
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深鉢 胴 LR横回転斜行縄文。沈線による文様。部分的に磨消。部分的に
炭化物が付着する。内面はミガキ。器面は赤褐色～黒褐色、内
面は赤褐色を呈す。砂礫、石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

沈線による文様。部分的にミガキ。LR横回転斜行縄文。内面は
ミガキ。器面は茶褐色～燈褐色を呈し、砂礫、長石、角閃石を
含む。焼成は中程度。

沈線による文様。文様の内部には刻み。部分的にミガキ。内面
は粗いミガキ。器面は茶褐色、内面は黒褐色を呈す。砂礫、長
石、角閃石を含む。部分的に炭化物が付着する。焼成は中程度。

LR横回転斜行縄文。沈線と刺突文が2段施文される。部分的に
磨消。内面はミガキ。器面は茶褐色を呈す。角閃石を含む。焼
成は良好。

口唇は角形。 口唇から2cm程はミカ,キ。LR横回転斜行縄文施文
後施された横沈線が4条残存する。．Cの縦の区画。内面はミ
ガキ。器面は燈褐色～茶褐色、内面は茶褐色を呈す。角閃石を
含む。焼成は良好。

口唇は丸象を帯び、内傾する。上部はミガキ。下部はLR横回転
斜行縄文施文後、横沈線が4条施す。内面はミカ,キ。器面は褐
色を呈す。砂礫、角閃石を含む。焼成は良好。

沈線による文様。部分的にミカ・キ。LR横回転斜行縄文。部分的
に磨消。上部に斜めの刻み。内面はミガキ。器面は茶褐色を呈
す。角閃石を含む。焼成は良好。

図Ⅳ－10－1 B Ⅲ Ⅳb77 L）a ~

深鉢 胴図Ⅳ－1()-2 E 、 9 Ⅳb77
~00 1Ｃ

胴深鉢図Ⅳ 1() 3 Yo 、 Ⅳb170 IC

胴注口図Ⅳ-10 4 ， M〕、75
ソ
】1
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Ⅳb 深鉢 口縁図Ⅳ－1() 6 B 。 、 164 )

胴深鉢Ⅳb，図|Ⅳ－1()－7
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口唇は角形｡わずかに内傾する｡横沈線の上下に。縦の刻み目が
2段巡る。その下はミガキ。内面はミガキ。器面は茶褐色を呈
す。焼成は良好。

|ｺ唇は角形。 2つの小さな丸い突起を持つ。 口唇外側から2つの
突起まで縦の刻み目。沈線を2条施文した中に縦の刻み目。そ
の下はミガキ。内面はミガキ。器面は暗茶褐色、内面は茶褐色
～黄灰色を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

口唇は角形。真っ直ぐに外側に立ち上がる。RL横回転斜行縄文
施文後に円形の刺突を2列。沈線。 ミガキの無文帯。上のパタ
ーンの繰り返し。内面はミガキ。器面は褐色、内面は暗茶褐色
を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。
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LR横回転斜行縄文。沈線による文様。部分的にミガキ、磨消。
内面はミガキ。平底。半分程残存する。器面は燈褐色、内面は
暗茶褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は良好。

LR横回転斜行縄文。部分的にミガキ、磨消。補修孔が,つ残存。
内面はミガキ。平底。底部は2/3が残存。器面は褐色～茶褐色を
呈す。角閃石を含む。焼成は中程度。

RL横回転斜行縄文｡7条の横沈線が残存｡．この縦の区画｡その
下はミガキ｡部分的にRL横回転斜行縄文が残る。内面はミガキ、
底面はナデ。底部は全面残存。部分的に炭化物が付着する。器
而は苗褐伊‘～黒褐伊‘左旱す㈹砂、小礫、角閃石を含む。焼成は

RL横回転斜行縄文｡7条の横沈線が残存｡．Cの縦の区画｡その
下はミガキ｡部分的にRL横回転斜行縄文が残る。内面はミガキ、
底面はナデ。底部は全面残存。部分的に炭化物が付着する。器
面は黄褐色～黒褐色を呈す。砂、小礫、角閃石を含む。焼成は
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中程度。

器面、内面とも粗いミガキ。平底。底部は2/3が残存。器面は黄
褐色～黄灰色を呈す。砂、角閃石を含む。焼成は中程度。
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１

１
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８
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a

口唇は丸みを持つ切り出しナイフ形。丸く膨らみを持つ小さな
突起を持つ。口唇外側に縦の刻み目。RL横回転斜行縄文。内側
から外側への突瘤文。内而はミガキ。器面は黄褐色、内面は黒
褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は中程度。

深鉢Ⅳ（Ａ

Ｃ

Ⅲ

Ｖ

3 7醜 a

1 176 C

口唇は角形。内傾する。内側から外側への突瘤文。LR横回転斜
行縄文。内面はミガキ。器面は黄灰褐色を呈す。角閃石を含む。
焼成は良好。

口唇は切り出しナイフ形。真っ直ぐ･に立ち上がる。RL横回転斜
行縄文。内側から外側への突瘤文。部分的に2段になる。内面は
ナデ。器面は褐色を呈す。小礫、角閃石を含む。焼成は中程度。
口唇は切り脱しナイフ形。真っ直ぐ外側に立ち上がる。 口唇外
側に刻象目を持つ。横沈線。LR横回転斜行縄文。内側から外側
への突瘤文。内面はミガキ。小礫を含む。焼成は中程度。

深鉢 口縁2 ⅣcB Ⅲ 1図Ⅳ－11－2 79 に

深鉢 口縁Ⅳ（図Ⅳ 11－3 B 、 176 C ひ

ⅣC l深鉢 口縁76図Ⅳ-11-4 ，
旬、
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Ⅳ包含層の遺物

包含層掲載土器一覧(7)表Ⅳ－7
■■■■■■■■■■■■■■■

図番号

図Ⅳ－11－5

遺物

番号
調 査 区 層位 点数 文 様 等

口唇は切り出しナイフ形。真っ直ぐ外側に立ち上がる。内側か

ら外側への突瘤文。LR横回転斜行縄文。内面はミガキ。部分的
に炭化物が付着する。器面は褐色を呈す。角閃石を含む。焼成
は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。内傾する。LR＋RL横回転斜行縄文。

内側から外側への突瘤文。部分的に炭化物が付着する。内面は
へう状工具による丁寧なナデ。器面は暗褐色～黒褐色、内面は
黄灰色～暗茶褐色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。真っ直ぐに立ち上がる。内側から外
側への突瘤文｡LR＋RL横回転斜行縄文。内面はミガキ｡器面は
黄褐色～黄灰色、内面は褐色～黒褐色を呈す。石英、角閃石を
含む。焼成は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。わずかに内傾する。内側から外側へ

の突瘤文｡LRとRL横回転斜行縄文。内面はミガキ。器面は燈褐
色、内面は黄褐色～茶褐色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成
はやや良。

分類 器形 部位

深鉢A V
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Ⅳc 深鉢 口縁 口唇は切り出しナイフ形。わずかに内傾する。内側から外側へ
の突瘤文。LR＋RL横回転斜行縄文。内面はナデとミガキ。器面
は燈褐色、内面は黄褐色、内面は黄褐色～褐色を呈す。角閃石
を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。真っ直ぐ･に立ち上がる。内側から外側への突瘤文。
LR横回転斜行縄文。内面はへう状工具による丁寧なナデ。器面
は燈褐色、内面は暗褐色を呈す。小礫、角閃石を含む。焼成は
中程度。

口唇は先細り。真っ直ぐ外側に立ち上がる。内側から外側への
突瘤文。LR横回転斜行縄文。内面はナデ。器面は燈褐色、内面
は黄褐色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。2条の横沈線｡LR+RL横回転斜行縄
文。 1条の横沈線。無文帯。部分的に炭化物が付着する。内面
はミガキ。器面は暗褐色を呈す。焼成は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。わずかに内傾する。口唇内面にもLR
横回転斜行縄文が施文されてし､る。内側から外側への突瘤文。
RL横回転斜行縄文。 1条の横沈線｡LR横回転斜行縄文｡部分的
に炭化物が付着する。内面は丁寧なナデ。器面は褐色～暗茶褐
色、内面は黒褐色を呈す。砂、角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。真っ直ぐに立ち上がる。 口縁は小さ
な波状口縁。内側から外側への突瘤文が小さな突起の一つおき
に施される。LR横回転斜行縄文。部分的に炭化物が付着する。
内面はミガキ。部分的に炭化物が付着する。器面は黄褐色～榿
褐色、内面は茶褐色を呈す。砂礫を含む。焼成は中程度。
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図Ⅳ-12-2 b 深鉢心 Ⅲ Ⅳc10 口縁’／b

C b76 、 T眞
上J 口縁1

図Ⅳ-12-3 E 78 a 、 29 深鉢 口縁藷1 Ⅳc 口唇は丸みを持つ。小さな波状口縁。真っ直ぐ立ち上がる。内
側から外側への突瘤文。ゆるやかな山形の3条の横沈線が残存。
LR＋RL横回転斜行縄文｡内面は丁寧なナデ｡器面は黄褐色～暗
茶褐色、内面は黄褐色を呈す。部分的に炭化物が付着する。角
閃石を含む。焼成は中程度。

誰 口唇は先細り。緩やかな山形の波状口縁。わずかに内傾する。
内側から外側への突瘤文。6条の横沈線が残存｡RL＋LR横回転
斜行縄文。内面は丁寧なナデ。器面は黄褐色～黒褐色を呈す。
石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

ま 口唇は先細り。わずかに内傾する。内側から外側への突瘤文。
3条の横沈線｡RL＋LR横回転斜行縄文｡内面は丁寧なナデ｡器
面は黄褐色を呈す。小礫、石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

景 口唇は先細り。わずかに内傾する。内側から外側への突瘤文。
3条の横沈線。RL横回転斜行縄文。内面は丁寧なナデ。器面は
黄灰色、内面は黄褐色を呈す。小礫、石英、角閃石を含む。焼
成は中程度。

ま 口唇は先細り。真っ直ぐ立ち上がる。内側から外側への突瘤文。
部分的に瘤は貼付。縦、横沈線。RL横回転斜行縄文。無文帯。
3条の横沈線｡RL横回転斜行縄文｡内面は丁寧なナデとミガキ。
器面は黄褐色～黄灰色、内面は赤褐色を呈す。石英、角閃石を
含む。焼成は中程度。

茨 口唇は角形｡真っ直ぐに立ち上がる。口唇より1 .5cm程下に爪形
文。LR横回転斜行縄文。部分的に炭化物が付着する。内面は丁
寧なナデ。部分的に炭化物が付着する。器而は暗褐色～黒褐色、
内面は黒褐色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

蕊 口唇は角形｡わずかに内傾する。口唇上に刻み目。口唇より'cm
程下に爪形文。LR横回転斜行縄文。内面は丁寧なナデ。器面は
黄褐色を呈す。小礫、角閃石を含む。焼成は中程度。

茨 口唇は角形。わずかに内傾する。口唇上に5mm程の刻み目。口
唇より1cm程下に爪形文が2段巡る。補修孔がl対残る。RL横回
転斜行縄文◎一部磨消。部分的に炭化物が付着する。内面はミ
ガキ。部分的に炭化物が付着し、 2次的な焼成を受けたと考えら

れる。器面は黄褐色～黒褐色を呈す。小礫、石英、角閃石を含
む。焼成は中程度。

頚部、 ミガキによる無文帯。小さな円形の突起が2つ。 2段の縦
の刻み目が巡る。RL横回転斜行縄文。沈線による区画。部分的
にミガキによる磨消。内面は丁寧なナデ。器面は茶褐色を呈す。
小礫、角閃石を含む。焼成は中程度。
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Ⅳ包含層の遺物

表Ⅳ－8 包含層掲載土器一覧(8)
遺物

番号
図番号

図Ⅳ－13－1

調 査 区 層位 点数 器形 部位 文 様 等

口唇は丸みを帯びる角形。口唇上にRLの圧痕。 4条の横沈線の
下に刻み目。その下に沈線による文様帯。RL斜回転、縄文は縦
走気味。内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。器面は黄褐
色～茶褐色、内面は茶褐色～黒褐色を呈す。小礫を含む。焼成
は中程度。

口唇は丸みをもつ角形。小さな山形の2個の突起。口唇上にRL
の圧痕。沈線による文様帯。補修孔が1つ残る。RL斜回転。縄
文が縦走気味。部分的に赤色顔料が付着する。内面は丁寧なナ
デ。器面は茶褐色を呈す。小礫、石英、角閃石を含む。焼成は
やや良。

口唇は角形。わずかに内傾する。 口唇上に刻み､目。沈線による
不規則な文様帯。RL斜回転。縄文が縦走気味。内面は丁寧なナ
デ。器面は茶褐色を呈す。砂礫を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。小さな2つの山形の突起。口唇上にLRの圧痕。沈
線による文様帯。LR横回転斜行縄文。部分的に赤色顔料が付着
する。補修孔が1つ残る。内而はナデ。器面は褐色を呈す。砂、
石英を含む。焼成はやや悪。

口唇は角形。口唇外側に刻み目。口唇上に2条のRLの圧痕。沈
線による文様帯。内面は丁寧なナデ。器面は暗茶褐色、内面は
暗黄褐色を呈す。砂、石英を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。わずかに内傾する。沈線による文様帯。内面は丁口唇は角形。わずかに内傾する。沈線による文様帯。内面は丁

分類

口縁深鉢A ． '11 7 8 Vc75

深鉢 口縁図Ⅳ-13-2
旬

LO b Vc7q
~8J 11 1 6

Zo lIIワQ
lJ 4 1(

深鉢 口縁図Ⅳ 13-3 Ｂ
Ｂ
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１
１
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１
１
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ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

深鉢 口縁図Ⅳ－13－4 Zo b Ⅲ V（
戸F

Dか 3 1

深鉢 口縁A凶Ⅳ 13－5 Ⅲ V（64 ！ 1a

深鉢

寧なナデ。器而は黄褐色～暗茶褐色、内面は暗茶褐色を呈す。
砂、石英を含む。焼成は中程度。

口縁図Ⅳ－13－6 A Ⅲ Vc
戸4

09 ２ ２（

口唇は先細り。少し外反する。 2条の沈線の下に鎚歯状の沈線。
その下に2条の沈線。内面に2段のLRの絡条体圧痕。その下は
ナデ。部分的に炭化物が付着する。器面は榿褐色、内面は暗黄
褐色～黒褐色を呈す。砂を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。口唇外側に刻み目。口唇上に2条のLRの圧痕。ボ
タン状の貼付。縦と斜めに沈線による文様。内面はミガキ。器
面は暗黄褐色を呈す。石英を含む。焼成はやや良。

口唇は角形。口唇上に刻み目。 4条の横沈線。RL横回転斜行縄
文。補修孔が1つ残る。部分的に炭化物が付着する。一部器面が
剥離している。内面は丁寧なミガキ。器面は暗黄褐色～暗茶褐
色、内面は燈褐色～茶褐色を呈す。焼成は中程度。

口唇は角形。 5条のLRの縄線文。LR斜回転。縄文が縦走気味。
部分的に炭化物が付着する。内面はミガキ。器面は暗茶褐色、
内面は暗黄褐色～暗茶褐色を呈す。石英を含む。焼成は中程度。
図Ⅳ-13-11と同一個体。

口唇は角形。5条のLRの縄線文｡LR斜回転、縄文が縦走気味。
部分的に炭化物が付着する。内面はミガキ。器面は暗茶褐色を
呈す。砂、石英を含む。焼成は中程度。図Ⅳ-13-10と同一個体。

口唇は丸みを帯びる角形｡口唇上にRLの絡条体圧痕｡2条のRL
の絡条体圧痕の縄線文。LR斜回転。縄文が縦走気味。内面はナ
デ。器面は燈褐色～褐色、内面は茶褐色～暗茶褐色を呈す。焼
成は中程度。

口唇は丸みを帯びる。口唇上に刻み､目。 4条のLRの縄線文｡LR
斜回転。縄文が縦走気味。内面は丁寧なナデ。部分的に炭化物
が付着する。器面は黄褐色～暗黄褐色を呈す。小礫、石英を含
む。焼成は中程度。

口唇は角形。真っ直ぐ立ち上がる。口唇上に刻み.目。 8条のRL
の縄線文。頚部に縄端圧痕。LR斜回転縄文が縦走する。部分的
に炭化物が付着する。内面はミガキ。器面は燈褐色～暗茶褐色、
内面は榿褐色～黄灰色を呈す。焼成はやや良。
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口唇は角形｡真っ直ぐ立ち上がる。RL斜回転｡縄文が縦走気味。
部分的に炭化物が付着する。内而は丁寧なナデ。ほぼ全面に炭
化物が付着する｡器面は暗茶褐色～黒褐色､内面は暗黄褐色～黒
褐色を呈す。石英を含む。焼成は中程度。

深鉢 口縁図Ⅳ－13－15 E Ⅲ ２ V（78 8a

口唇は角形。わずかに内傾する。口唇上にRLの絡条体圧痕。RL
斜回転。縄文が横走する。部分的に炭化物が付着する。内面は
ナデ。器面は黄褐色～黒褐色、内而は暗黄褐色を呈す。小礫、
石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

角形。少し内傾する。口唇上にRLの圧痕。LR横回転斜行縄文。
部分的に横走気味。内面はナデ。器而は暗褐色、内面は燈褐色
～黄灰色を呈す。小礫を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。わずかに内傾する。口唇上にLRの絡条体圧痕。極
く小さな突起が一つ。LR斜回転。縄文が縦走気味。部分的に炭
化物が付着する。内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。器
面は暗黄褐色、内面は黄褐色～暗茶褐色を呈す。小礫を含む。
焼成は中程度。

口唇は角形。真っ直ぐ立ち上がる。口唇上にLRの絡条体圧痕。
LR斜回転。縄文が縦走気味。内面はナデ。部分的に炭化物が付
着する。器面は燈褐色、内面は榿褐色～黒褐色を呈す。小礫を
含む。焼成は中程度。
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口唇は角形｡少し内傾する。口唇上にRLの絡条体圧痕｡RL斜回
転。縄文が横走する。内面はミガキ。器面は燈褐色を呈す。小
礫を含む。焼成は良好。

口唇は先細り。わずかに内傾する。口唇上に刻み目。LR斜回転。
縄文が縦走気味。内面は丁寧なナデ。器面は黄褐色を呈す。小
礫を含む。焼成は中程度。

口唇は丸みをもつ角形。真っ直ぐ立ち上がる。口唇外側にLRの
絡条体圧痕。LR斜回転。縄文が縦走気味。部分的に炭化物が付
着する。内面はナデ。器面は褐色～暗茶褐色、内面は暗黄褐色
を呈す。焼成は中程度。
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Ⅳ包含層の遺物

表Ⅳ－9 包含層掲載土器一覧(9)
遺物

番号
図番号

図Ⅳ－14－7

調 査 区 層位 点数 分類 器形 部位 文 様 等

口唇は丸みを持つ。わずかに内傾する。口唇外側にLRの絡条体
圧痕。LR斜回転。縄文が縦走気味。内面はナデ。器面は燈褐色
を呈す。小礫を含む。焼成は中程度。

口唇は丸みを帯びる。わずかに内傾する。口唇上に刻桑目。LR
斜回転。縄文が縦走気味。部分的に炭化物が付着する。内面は
ミガキ。器面は暗茶褐色を呈す。焼成は中程度。

口唇は角形。わずかに内傾する。口唇上に刻み目。LR斜回転。
縄文が縦走気味。内面はナデ。器面は暗茶褐色を呈す。小礫を
含む。焼成は中程度。

口唇は角形。わずかに内傾する。口唇上に刻み目。LR斜回転。
縄文が縦走気味。内面はミガキ。器面は榿褐色、内面は暗黄褐
色を呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

先細り。真っ直ぐ外側に立ち上がる。小さな波状口縁。粗し、 ミ
ガキ。内面はナデ。口唇から1cm程にに3段の刺突｡器面は榿褐
色を呈す。角閃石を含む。焼成はやや悪。

口唇は角形。真っ直ぐに立ち上がる。 口唇上に指の大きさの刻
み目。RL斜回転｡縄文が縦走する。部分的に炭化物が付着する。
内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。器面は黄褐色、内面
は茶褐色を呈す。小礫、長石を含む。焼成は中程度。
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図Ⅳ-15-2 ロ 78 。 Ⅲ
T了

､fC 深鉢 口縁 口唇上に刻み目と沈線。径3mmほどの貫通孔がある。突起と沈

線と円形の刺突により文様帯を形成。器面は黄褐色～褐色を呈
す。角閃石を含む。焼成は中程度。

平底。LR斜回転、縄文が縦走する。一部剥離。部分的に炭化物
が付着する。内面はハケ調整。部分的に炭化物が付着する。器
面は暗褐色～黒褐色、内面は燈褐色～暗茶褐色を呈す。部分的
に炭化物が付着する。焼成はやや悪。

LR斜回転。縄文が縦走する。平底。底部の外際に縄端圧痕。底
面にはLR縄文が磨消されている｡部分的に炭化物が付着する。

内面は粗いミガキ。器面は茶褐色～黒褐色、内面は暗茶褐色を
呈す。石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

LR斜回転。縄文が縦走する。平底｡わずかに上げ底で張り出す。

底面にLRが施文されてL､る°内面はナデ。器面は燈褐色～黄灰
色、内面は燈褐色を呈す。角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。真っ直ぐ･に立ち上がる。 口唇外側に縦の刻み目。
5条の横細沈線。 2cmほどの間を置いて3条の横細沈線。 RL
斜回転。縄文が縦走する。部分的に炭化物が付着する。内面は
粗いミガキ。部分的に炭化物が付着する。器面は茶褐色を呈す。
石英、角閃石を含む。焼成は中程度。

口唇は先細り。わずかに内傾する。 口唇上に小さな刻み。微隆
起線文とRL縄文。小さな三角形列点文。ヘラ調整｡粗し、 ミガキ。
器面は黄褐色、内面は暗茶褐色を呈す。焼成は中程度。

口唇は切り出しナイフ形。口唇上に刻み目。微隆起線文とLRル
ープ縄文。 ミガキ部分に三角形列点文。内面はミガキ。器面は
燈褐色～暗褐色、内面は燈褐色を呈す。焼成は中程度。

注口部分。一部は欠損。胴部は微隆起線文と三角形の列点文。
内面はナデ。器而は黒褐色、内面は暗黄褐色を呈す。小礫を含
む。焼成は中程度。

口唇は丸みを帯びる。真っ直ぐ･に立ち上がる。 口唇上に刻み。
口唇の下5mmほどのところに貼付。その上に刻み。三角形の列
点文。LR帯縄文。内面はへう調整とナデ｡器面は暗褐色を呈す。
黒雲母を含む。焼成は中程度。

口唇は先細り気味。 口唇上に刻み目。少し内傾する。微隆起線
文とLR縄文。三角列点文。内面はミガキ。器面は燈褐色、内面
は黄灰色を呈す。角閃石を含む。焼成は中程度。

RL帯縄文が縦走する。平底。張り出す。内面はナデ。一部ミガ
キ。器面は暗茶褐色、内面は茶褐色を呈す。砂礫を含む。焼成
は中程度。

口唇は角形。真っ直ぐ外反しながら立ち上がる。円形刺突文。
貫通している。横ハケ調整。 ミガキ。内面はナデ。器面は黄褐
色を呈す。小礫を含む。焼成は中程度。

口唇は角形。外反する。口唇から1cm程は幅4mm程の工具によ
る調整後、 ミガキ。同様の工具で3条の横沈線。一番上部の沈線
上に円形刺突文。貫通せず、内面に突瘤が残存。頚部に向かっ
て三角形と逆三角形の沈線による文様帯を2段構成｡部分的に炭
化物が付着する。内面はナデ。部分的に炭化物が付着する。器
面は茶褐色を呈す。焼成は中程度。

表面に沈線と竹管状の工具による刺突。裏面はミガキ。

RL縄文後に沈線。裏面にも沈線。

表面に沈線。裏面はナデ。

2つの突起状の部分欠損。全面にナテ。
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図版Ⅲ－3
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